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序　　　文

玄界灘に画した福岡市は、豊かな自然環境と歴史的な遺産に恵まれています。しか

し、近年の福岡市は著しい都市化によってその姿を変貌しつつあります。

福岡市の自然環境と歴史的遺産を保護し、後酎こ伝えてゆくために、日頃その保存

に、私達が努めることは言うまでもないことです。

福岡市教育委員会では、各種の開発事業に伴い、失なわれゆく埋蔵文化財の保存・

保護措置に努めているところです。

本書は平成2年度に発掘調査を行った博多遺跡第70次調査の成果について報告する

ものです。この調査地点は「博多浜」と呼ばれた砂丘上に立地しており、古墳時代か

ら江戸時代までの遺構・遺物を発見することができました。なかでも越州窯青磁、緑

釉陶器、古代瓦の出土は鴻臚中島館の位置を知る重要な手懸かりになるものと考え

られます。

本書が市民の埋蔵文化財へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料とし

てご活用頂ければ幸いに存じます。

平成6年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾　花　　　剛



例 言

1．本書は博多区冷泉町におけるマンション建設に伴い、福岡市教育委員会が平成3（1991）年

3月11日から3（1991）年5月31日の期間中に発掘調査を実施した博多（はかた）遺跡群第70

次調査の報告である。

2．発掘調査は、文化財部埋蔵文化財課の井澤洋一、佐藤一郎が担当した。

3・本書に掲載した遺構の実測は、井澤洋一、吉田扶希子、多田映子、福田小菊、西鴫彰子、上

村素が行った。

4．遺物の実測は池田孝弘、牛房綾子、福田小菊、多田映子、井澤が行った。尚、文様のある陶

磁器や染イ寸或いは石器、大型遺物については機械実測を行い、廣嵜香が担当した。

5．遺構・遺物の製図は牛房、廣嵜、吉永祐美子、井澤が担当した。

6・遺構の写真撮影は井澤、佐藤一郎、遺物の撮影は藤川繁昌、井澤が行った。

7・本書に掲載する遺構一覧表は牛房が作成した。

8．本書作成にあたっては、西口キミ子、三浦明子の協力を得た。

9．遺構番号は発掘調査中に於いて検出した順に番号をふり、本書では遺構略号を遺構番号の頭

に付けた。遺構の略号として用いたのはSE（井戸）、SK（土壙）、SX（炉・墓・構築物）、であ

る。

10・本書の遺物番号は遺構の種類毎に通し番号で示し、挿図．図版番号に一致させている。

11．本書に用いた方位は磁北である。

12・本書に掲載した瓦文字の解読は福岡市博物館の林文理氏に依頼した。

13．本報告にかかわる図面．専真・遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵・

保管される予定である。

14．本書の執筆は井澤が担当し、編集は牛房の協力のもと井澤が行った。

遺跡調牽番号 ／　 9　0　6　2 遺　跡　 略 号 H K T －70

地　　　　 番 福岡市博多区冷泉町 388外 分布地図番号 天神 49

開　発　 面　積 571・06I㎡ 調査対象面積 571．06㎡ 調 査 面 積 ． 350㎡

調　査　 期　 間 1931年 （平成 3 年）・3 月11日～1991年 （平成 3 年）．5 月31日
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Fig．2　博多遺跡群と調査区位置図（縮尺1／9，000）
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第1章　は　じ　め　に

1・発掘調査に至る経緯

博多区冷泉町に所在する櫛田神社の東側の一角に株式会社高木土木による分譲マンション建設

の計画があり、平成2年9月14日に福岡市教育委員会埋蔵文化財課に対して、事前審査願いが提

出された。同地域は博多遺跡群として周知されている地域であり、周辺の調査成果からも奈良時

代～室町時代までの遺構の存在が予想されたため、埋蔵文化財課では同年9月25日に試掘調査を

実施した。この結果、奈良時代から江戸時代までの遺構・遺物の存在を確認した。このため、株

式会社高木土木との間で保存協議を行った結果、現状保存が困難なマンション建物の範囲につい

てのみ記録保存のための発掘調査を行うこととなった。調査は表土の鋤取り工事等の条件整備を

行った後に、平成3年（1991）3月11日から開始し、平成3年（1991）5月31日に終了した。

尚、表土の鋤取り工事、及び調整中の残土の搬出作業は株式会社高木土木のご協力をいただい

た。

2・発掘調査の組織

調　査　委　託

調　査　主　体

調　査　総　括

調査．整理

庶　　　　　務

試　掘　調　査

調査．整理補助

調査協力者

株式会社高木土木

福岡市教育委員会文化財部（前文化部）埋蔵文化財課

課長　柳田純孝（前任）、第2係長　柳沢一男（前任）、塩屋勝利（前任）

主任文化財主事　井澤洋一

松延好文（前任）、吉田麻由美

書留秀敏、加藤義彦

吉田扶希子、牛房綾子、中西（廣嵜）香、池田孝弘

家相富基郎、井上八郎、上村素、内田修一、内野弘行、大村芳雄、神田武則、

熊本交仲、斎藤義弘、島津明男、高田一弘、橘良平、西鴫武司、浜地富男、

原田啓一郎、福澤山次郎、船越恒人、八尋弘大、横尾泰広、吉川春美、吉川

順缶、石川洋子、石橋テル子、牛房綾子、江里ヨシエ、荻野敦子、小山田縁、

倉光京子、小林光子、坂本バツ子、多田映子、橘知子、谷吉美、中西香、永

井鈴子、西口キミ子、西嶋彰子、箱田香代子、福田小菊、堀タケ子、脇坂レ

イコ、脇山喜代子

整　理　作　業　多田映子、西嶋彰子、堀タケ子、永井鈴子、谷吉美、箱田香代子、福田小菊、

西口キミ子、三浦明子
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第2章　調査の記録

1・試掘調査の概要

平成2年9月25日に実施した。周辺では第2．3．14・19・41・56．63次の発掘調査が行われ

ているが、当該地は第19・63次調査に隣接した位置にある。従来の周辺における発掘調査によれ

ば古墳時代から江戸時代までの遺構．遺物を検出している。

試掘調査は逆L字型を呈する敷地に2ヶ所のトレンチを設定した。これらのトレンチはTlが

長さ9m、深さ2・1m、T2が長さ5m、深さ1．3mである。

Tlは①層表土、②層黒灰色土（盛土）、③層暗灰褐色土、④層暗灰色土、⑤層暗灰褐色

砂質土、⑥層黒灰色土、⑦層暗褐色土、⑧層黒灰色土、⑨層淡灰褐色砂、⑲層黄灰色砂の

層序となっている。地表面から深さ55cmまでが第②層の盛土層、深さ55cmから127cmまでが第③

層～⑤層の近世の包含層である。深さ127cmから210cmまでは第⑥層～⑨層に相当する古代．中世

の包含層である。深さ210cmの上面が、第⑲層の黄灰色砂で、基盤層となる。

T2Tlとは、地表面の比高差が約70cmあり、T2はTlより低い位置にある。T2の土層は

①層表土、②層黒灰色土（盛土）、③層暗褐色土、④層暗灰色土、⑤層暗灰色砂質土、⑥層

暗褐色砂、⑦層黄灰色砂の層序となっている。地表面から深さ50cmまでが第②層の盛土層、深

さ50cm～80cmまでが第③層の近世包含層、深さ80cm～130cmまでが古代．中世の包含層を形成し

ているが、Tlに比べ、包含層が薄い。基盤層の第⑦層黄灰色砂層上面はTl．T2ともに同

レベルである。この面では古代・中世の柱穴を検出した。

古代・中世の文化面（生活面）はTlの第⑥層～⑲層までの間において3～4面程あると思わ

れるo　出土した遺物は少ないが、奈良時代の遺物が目立っている。

2・発掘調査の概要

（1）調査経過
発掘調査は平成3（1991）年3月11日から平成3年5月31日の期間に実施した。調査に先立っ

て、外周のフェンス工事、事務所の設置、表土の鋤取り工事が行われている。この鋤取り工事は

試掘調査のデータに合わせて深さ1－1・5mまで盛土層、及び撹乱層を除去しており、この面の

標高は約4．96～4．66cmを測る。地山の黄灰色砂層は、調査区の南側から北側へ緩く傾斜しており、

北側は整地層（包含層）が厚く堆積している。これに合わせて、各遺構面のレベルの状態も同様に

北側に傾斜する傾向をもっている。第1両は、表土の鋤取りを行った面を便宜的に遺構面とし、
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Fig．4　調査区内壁面土層図（縮尺1／80）
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ここでは中世後半期から近世の遺構を確認した。第2面は第1両の中世後半期から近世の遺構や

整地層（包含層）を除去した後、更に地表面を約20～30cm掘り下げて新に検出した中世前半期か

ら後半期の遺構面が相当する。第3面は第2面の中世遺構の内、土壙等を完堀・撤去した後に発

見した遺構で、井戸等の大型遺構の他、平安時代に相当する時期の遺構群であるが、遺構面の標

高は第2面とほぼ同レベルを形成している。第4面は調査区の南側に遺存していた古墳時代の木

棺直葬墓を中心とする遺構群であるが、中世遺構の切り込み、削平が著しく、遺存状態は悪い。

この周辺は地山面が高くなっており、古代～中世までの文化面（生活面）の深さには大きな差異

はなく、同一面にて検出が可能である。

調査対象面積は571．06㎡であったが、株式会社高木土木との保存協議にもとづき、構造物部分

のみに発掘調査を限定したため、調査範囲は350㎡にとどまった。

（2）土　　　層
発掘調査地点は砂丘上に立地しており、現在の地表面の標高は約4・7mを測る。地山は浜砂の

砂堆層である黄灰色砂層であるが、調査区の南側から北側へ傾斜しており、比高差は約40cmを測

る。南側の高いところでは標高約4．8mを測る。各時代の生活面は北側に整地層を形成すること

でレベルを一定としており、北側では整地層（包含層）の厚さは約190cmを測り、それと比べ南

側は110cmである。古代から近世までの遺構の切り合い関係は北側では標高4－5．5cmまで、南で

は、標高4・4～5・6cmの間に認められる。調査区北側の土層では、大略の層序は、上から順に①暗

灰黄色砂質土、②瓦礫層、③暗灰黄色砂質土、④黒灰褐色砂質土、⑤黒褐色砂質土、⑥黒灰色砂

質土、⑦黒褐色砂質土、⑧暗灰褐色砂質土である。①～⑧層は水平堆積をしており整地層と考え

られる。東南側の土層の序列は、①黒褐色砂質土、②暗灰褐色砂質土、③暗灰黄色砂質土、④黒

灰色砂質土、⑤暗灰色砂質土、⑥黒褐色砂質土、⑦暗茶褐色砂質土である。

（3）第1～4面の調査概要
1～4両の遺構面の区別については層位的見解に寄ったものではなく、又、時代．時期として

特定できた訳ではない。調査の作業上において、便宜的に設定したものである。遺構はどの面か

ら掘り込まれたかが問題となるが、各時代の重複状況が著しいことに加え、表土、及び上層の鋤

取り工事を先行したために文化層の把握が不可能となった。よって、作業上最も確認し易い面で

遺構の把握を行ったにすぎないため、各々の任意の遺構面において記録した遺構群が、時代的に

整合性をもっとは限らず、各々の面において、各時代の遺構が混合していることは否めない。但

し、大略においては第1面の時期を江戸時代～戦国時代を中心とする面、第2面を室町時代～鎌

倉時代に、第3面を鎌倉時代～奈良時代、第4面を古墳時代に当てることは可能である。

①第1両の調査（Fig．6）
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Fig15　第70次調査の調査範囲図（縮尺1／400）

Fig．6　第70次調査第1面遺構配置図（縮尺1／150）
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第70次調査　第1面全景（南から）

第70次調査　第2両全景（南から）
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第70次調査　第3面全景（南から）

第70次調査　第3両完掘後の全景（南から）
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Fig・7　第70次調査第2・3面遺構配置図（縮尺1／150）
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標高4・4－4．8mを測る。南東側は北西側に比べ約40cmの比高差がある。調査経過で述べたよう

に遺構面は試掘調査のデータにもとづき、機械的に深さ1－1．5mまで掘り下げている°遺構は

暗茶色、又は暗灰褐色の砂質土であるが、遺構の切り合いが著しいため、遺構の把握に困難を極

めた。ここでは江戸時代から室町時代までの遺構が混在するが、特に江戸時代を中心としており、

井戸の他、石垣組みの溜桝、炉跡、土壌、溝などを多数検出した。江戸時代の石垣組みの溜桝は
くど

調査区の北西側境界地にあるため全体形は不明であるが、大型の構造物である°炉跡には竃突、

及び、製鉄炉がある。製鉄炉は瓦と粘土で構築されているが、半分以上を他の土壌によって破壊

されている。文献によれば、冷泉公園の周辺には鋳物師の磯野家、深見家の所在がみえている。

その他、室町時代から戦国時代の遺構も存在しており、第1両の時期は15世紀から19世紀まで

と考えられる。

②第2両の調査（Fig・7）

遺構面の標高は3・7－4・1mを測る。元来は第1両と同一面の遺構面を形成しているが、遺構の

重複が著しく、個々の遺構を把握し得ないため第1商において検出した室町時代から江戸時代の

遺構、及び撹乱を全て発掘もしくは除去した後、若干の深さに掘り下げた面である°　この面にお

いては土壌、土壌墓、井戸、Pitを多数検出することができたが、遺構の切り合いが著しいため、

井戸については掘り方の全体形を把捉するに至っていない。遺構面は暗灰褐色砂質土であるが、

一一一部に暗茶色の砂層が表出している。遺構は全体に拡がっているが、調査区南側の一隅において

は近世遺構以外は把捉できなかった0遺構の時期は11世紀～15世紀の間であるo

③第3面の調査（Fig．7）

上層の整地層叉は、遺構内からは奈良時代を中心とした遺物が多量に出土しており、この時代

の遺構の存在が予想されるところであった°又、第2両において多くの井戸が存在していること

を把握していたが、遺構の重複が著しく、井戸の規模、内容を把握することが不可能であったた

め、井戸遺構の正確な把握と奈良～平安時代の遺構を確認することを目的として、第2両遺構群

の除去後に、地出面の砂層まで掘り下げた。標高は南東側で約3．8m、北西側で3．5mを測る。

遺構は井戸、土壌、溝等が存在したが、この内の土壌の多くは中世遺構であり、且つ、調査区

東側では近世遺構によって著しく破損した石組井戸を検出した。遺構の時期は奈良～平安時代を

中心とするが、鎌倉時代から戦国時代まで幅をもっている。

④第4面の調査

基本的には第3両と同一面をなす。第1－3面の遺構を発掘．除去した際、調査区の南側半分

についてのみ特に再度の遺構確認作業を行った。この結果、地山の灰褐色砂層において、赤色顔

料が分布する範囲が確認できた。この赤色顔料分布地域は溝SD09に切られており、断面観察状

況から木棺直葬の遺構であることが判明した。従って、古墳時代の周溝墓が作られた文化層とし

て第4両を設定した0
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第1面遺構全景西北部（南から）
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第1面南東部遺構（西から）

調査区北壁土層（1）

調査区北壁土層（3）

調査区北壁土層（2）

第3面井戸完掘後の状態（南から）



3・遺構・遺物解説

Pitを除く遺構の数は約200ヶ所を超えるため、個々の遺構の説明については、後に掲載した

遺構一覧表を参考にされたい。ここでは、遺構の時代・時期及び第1－4面の、どの遺構面にお

いて検出したかにはとらわれずに遺構の種類毎にまとめて説明する。

（1）井戸（Fig・8～10）

全部で27ヶ所の井戸を検出したが、検出した遺構面の内訳は第1面では3ヶ所、第3面は24ヶ

所である。

SEOl．02は江戸時代から近代の瓦井戸である。SEOlの瓦組の井側は、直径80cmを測り、現

存の深さは約4mを測る。遺物は丸瓦片が出土した。SE02は非常に浅く、井側は1段しか残っ

ていない。井側の直径は85cmを測り、底面に桶を置いた痕跡がある。SE02に切られるSE52は

井側に木桶を用いているが、井戸底までの深さはSEO2同様に浅い。SE90は第3両において検

出した石組み井戸であるが、上部を近世遺構に破壊されており、石組みは1－2段しか遺存して

いない。井側の内径は68～80cm、井側の深さ107cmである。石組み井側の下位には木桶を重ねて

おり、桶の直径は70cmを測る。SEl36～SE207・SE219．22l．222は井側に木桶を重ねて用いて

いるが、SE155・156・163の掘り方は大規模で、SEl55は径534cm、SE156は350cm、深さは

SE155が237cm、SEl56が206cmを測る。井戸底の高さは大部分の井戸が標高0．2－0・7mの間にあ

るが、小型の井戸SEl59とSE199の井戸底は高く、標高1・5～1・7mを測る。井側に用いた木桶

の大きさは様々で、直径35～80cmを測るが、小型の井戸SEl59とSE221の井側の直径は、極端

に小さく35cm前後の大きさである。SE207の掘り方底面は東西96cm、南北95cmを測り、平面形

はほぼ方形をなしているところから、本来、方形の井戸枠があったのであろう。SE217・220で

は底において六角形の井側を検出した。このような井側を用いた例は全国でも少なく、わずかに

鎌倉において検出されているだけであり、博多遺跡では初例である。井側の一辺は約35－40cmを

測り、高さ10－20cmまで遺存している。板材をヨコに用いて組み合わせるもので、つぎ目に支柱

などはない。SE217は上部に石組井戸SE90が存在しており、中心が若干ズレるものの、重複状

態から同一遺構の可能性もある。

これらの井側に木桶を用いた井戸の時代は平安時代から鎌倉時代までの幅をもち、最も古い井

戸はSE165で、8世紀後半から9世紀初頭、SE158は11世紀後半代、他は12世紀後半から14世

紀初頭までの幅をもっている。

（2）井戸出土遺物（Fig．17～33）

SEOlの出土遺物は1の丸瓦で、目釘穴がある。SE02の出土遺物には、2の常滑焼甕片、3の
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SE90土層名称
1．暗青灰色粗砂層
2．暗灰色租砂層（鉄分含む）
3―　灰白色粗砂層（鉄分含む）

0 2m

L＝3．704m

L一一一一一一一一一一一一L一一一一一一一一一一一一一一一」

Fig．8　井戸SEOl・02．90．136．156実測図（縮尺1／60）
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井戸SE01（北から）

井戸SE52（東から）

井戸SE136（東から）
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井戸SEO2（西から）

井戸SE90（南から）

井戸SE136完掘状態（北西から）



／

Fig．9　井戸SE155・158・159．165実測図（縮尺1／60）
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井戸SE155・188（東から）

井戸SE156（東から）

井戸SE159（西から）
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井戸SE155（東から）

井戸SE163（東から）

井戸SE158．165A・165B（北から）



／原寸

Fig．10　井戸SE177～222実測図（縮尺1／60）
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井戸SE169（南から）

井戸SE188（南から）

井戸SE199（南から）

－　20　－

井戸SE177（東から）

井戸SE188（南から）

井戸SE207（西から）



井戸SE207（西から）

井戸SE217（西から）

井戸SE221．222（東から）

1－－　21．l．－

井戸SE220（北から）

井戸SE217（西から）

井戸SE222（西から）



瓦質土器の火舎片が出土した。SE52の出土遺物は、4の糸切りの土師器皿、5の伊万里系の白

磁皿、7の唐津焼の刷毛目白象恢皿、8の鉄絵皿、9の唐津焼壷、6の高取焼摺鉢、10の三巴文

の丸瓦が出土しており、17世紀の前半代と考えられる。SE90の出土遺物は、11が明代の染付皿、

12・13が初期伊万里の染付皿・碗、16が備前焼摺鉢、14・15は瓦質土器の摺鉢、17・18は瓦質土

器の火合、19．20は瓦質土器の湯釜、21～23・24は糸切り底の土師器皿．坏、25は須恵器坏、27

は須恵器赤焼け土器である。26は須恵器鉢で、東海系と考えられる。28は土師器椀、29・31－34

は白磁碗、35－39は青磁碗で、35・36・38・39は龍泉窯である。40は青磁蓋、30は青白磁碗、42

は青白磁合子身、43・44は李朝陶器碗、45は唐津皿、67－73は瓦類で、67．68・71．72は丸瓦、

69．70は平瓦、73は伏間瓦である。68～69の背部には斜格子目叩き、72の背部には縄目叩き、73

の背部はタテ方向のヘラナデで、谷部には糸切り痕がある。掘り方出土遺物は、46が白磁碗、47

が青磁碗、48が瓦質土器の摺鉢である。井側内の出土遺物は、49・50は土師器糸切り底の皿．坏、

51・52・54は須恵器で、51は蓋、52は坏、54は甕で、外面にヘラ記号がある。53は白磁碗、55は

青磁皿、56・57は明代の染付碗・坏、58は備前摺鉢、59・60は瓦質土器で、59は火舎、60は摺鉢

である。61は中国陶器の壷、62．63は軒平瓦で、62は鴻臚館系の軒平瓦で、瓦当の文様は均整

唐草文、63は菊花文を配している。64．66は平瓦で、背部に斜格子目の叩きがある。74は赤色凝

灰岩製の硯、75は滑石製石鍋、76は小豆色凝灰岩製の下目、77は凝灰岩製の石塔で、宝輪部分で

ある。これらの遺物の時期は16世紀後半から17世紀初頭の時期であろう。SE136の出土遺物は、

78～80は土師器の糸切り皿、81は坏、82～90は白磁で、82・83は皿、84～90は碗である。91．92は

平瓦で、背部に斜格子目の叩きがある。93－98は青磁で、93～95は龍泉窯、96～98は同安窯であ

る。99．100は中国陶器壷・鉢、101は黄釉盤である。SE155の出土遺物は、102～105・128～

132．135～141が糸切り底の土師器皿・坏、111～119・143～153は中国白磁皿・碗、、120～123・

154～157は青磁碗、124は白磁壷、125～127・134．159～161は陶器、158は土師器鉢、162．164

は須恵器甕、163は滑石製の石鍋である。190は丸瓦、192・193．194は平瓦で、192．193の背部

には格子目叩きがある。194は縄目叩きである。掘り方出土遺物は、165－170は糸切り底の土師

器皿・坏、171～173は中国白磁で、173は皿、171・172は碗である。174～176は青磁碗、177は東播

系の須恵器鉢、178～181は中国陶器、191は丸瓦、195は平瓦で、191は背部に斜格子目の叩きがあ

る。195の背部は縄目叩きである。井側内の出土遺物は、182～185が、土師器糸切り底の皿・坏、

186は白磁皿、189は東播系の須恵器である。SE156の出土遺物は、196～203が糸切り底の土師

器皿・坏．丸底坏、204は黒色土器Bの椀、205～211が中国白磁皿・碗で、211は言ハゲの皿であ

る。212は青磁皿、213は背部が格子目叩きの平瓦、214は縄目叩きの平瓦である。SE158の出土

遺物は、215～217がヘラ切り底の土師器皿・丸底坏、218～220が白磁碗、221が格子目叩きの平

瓦である。SE159の出土遺物は222－224が土師器糸切り底の坏、225・226は瓦器椀、227－232

は白磁碗、233は陶器壷、234は青磁碗、275は斜格子目叩きの平瓦である。掘り方の出土遺物は、

－　22－
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Fig．11井戸SEOl．02．52出土遺物実測図（縮尺1／3・1／4）
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Fig・12　井戸SE90出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．13　井戸SE90出土遺物実測図②（縮尺1／3）
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Fig．14　井戸SE90掘り方・井側内出土遺物実測図（縮尺1／3
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Fig．15　井戸SE90出土瓦類実測図（縮尺1／4）

236が糸切り底の土師器坏、237－240は白磁碗である。井側内の出土遺物は、241～243は糸切り

底の土師器皿、244～247は白磁碗である。SE163の出土遺物は、248～251は糸切り底の土師器

皿・坏、252．253は須恵器で、252は坏、253は皿である。、254・256は白磁碗・皿、255・257は

青磁碗．皿、258は陶器壷、259は陶器盤である。井側内の出土遺物は、260～262が糸切り底の土

師器皿・杯、263・264は黒色土器の椀、265は白磁碗、266．267は背部が斜格子目叩きの平瓦、

268・269は背部が縄目叩きの平瓦と丸瓦である。SE165の出土遺物は、270～273は須恵器の坏

－27　－
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Fig・16　井戸SE90出土石製品実測図（縮尺1／3．1／4）

蓋・274～282は坏・283は皿、284－286は壷で、285．286は同一個体の可能性がある。289．290

は甕である。287・288は土師器で、287は甕、288は甑の把手である。291は滑石製の紡錘車であ

る。井側内の出土遺物は・292が土師器甕、293は須恵器赤焼け土器の皿、294は背部が格子目叩

きの平瓦である。SE169の出土遺物には、295が白磁碗、296は白磁の蓋、297は瓦質土器の捏鉢

がある。SE188の出土遺物は、298．299が土師器糸切り底の皿・坏、300－302は白磁皿、306～

－28－
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Fig．17　井戸SE136出土遺物実測図（縮尺1／3）

－29－



SE136

‐－吾

：－‾l－葦

鳳5，．、－．
10cm

5　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　土

Fig．18　井戸SE136井側内出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．19　井戸SE155出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．20　井戸SE155出土遺物実測図②（縮尺1／3）
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圃黛．l坤l
Fig．21井戸SE155出土遺物実測図③（縮尺1／3）

308は白磁腕、303は瓦器椀、304．305は龍泉窯青磁碗・皿である。309は中国陶器盤、310は陶器

捏鉢である。掘り方の出土遺物は、311が魚住窯系の甕、312は背部が縄目叩きの平瓦である。井

側内の出土遺物は、313が白磁壷で、鹿部に花押状の墨書がある。314は龍泉窯系青磁小碗・

315．316は同安窯系の青磁碗である。317は中国陶器壷、318．319は陶器甕である。SE199の出

土遣物は、320．321共に瓦器椀である。SE205の出土遺物は、322がヘラ切り底の土師器坏・

323は真黒色を呈する瓦器椀で、畿内系土器である。324・325は白磁皿、326は白磁碗、329は白

磁合子身、327は中国緑釉陶器の蓋、330は背部が縄目叩きの平瓦、331は黄釉盤である。SE206

の出土遺物は、332が糸切り底の土師器坏で、内底に累線状のヘラ描き文がある。333は瓦器椀・

334．335は青磁腕、336．337．338は白磁碗・皿で、337は円形状に周辺を打ち欠いてメンコ状に

成形する。SE207の出土遺物は、339が土師器椀、340が白磁碗、341は谷部が布目の平瓦である。

sE217の出土遺物は、342が岡安窯系青磁碗、343が須恵器杯である。SE218の出土遺物は・344

が白磁皿、345が青磁皿、347．348は白磁碗、349は白磁碗壷、346は土師器椀である。SE221の

出土遺物は、350がヘラ切り底の土師器皿、351．352が白磁皿、353・354が白磁碗である。354の

外底には墨書がある。355は瓦噂、356は、背部が斜格子目叩きの丸瓦である。SE222の出土遺

－33－
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Fig・22　井戸SE155出土遺物実測図④（縮尺1／3）
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Fig．23　井戸SE155出土遺物実測図⑤（縮尺1／3）
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物は、357がヘラ切り底の土師器皿、358－360は白磁碗で、360の内面には櫛描文を施す。361は

龍泉窯系青磁皿で、内底にはヘラ片彫りと櫛招きの花文がある。362は陶器甕、363は縄目叩きの

平瓦である。

―二二三二三つ

＼∈一辺㌘

、、　　　l

10cm
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Fig．24　井戸SE156出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．25　井戸SE158・159出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．26　井戸SE159．163出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig・27　井戸SE163井側内出土遺物実測図（縮尺1／3．1／4）

14

井戸（SE）出土遺物　　　　※数字は実測図の番号に一一一．致する
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Fig．28　井戸SE165掘り方出土遺物実測図（縮尺1／2・1／3）
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Fig．29　井戸SE165・169．188出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig・30　井戸SE188・199出土遺物実測図（縮尺1／3．1／4）

その他には各井戸から土製品・石製品が出土している。364・365・368・372はSE155、366．

367．370．371．374・375はSE90、373はSEl88出土である。364－372は管状の土錘である。

373は石錘、374は石製の玉、375は瓦転用の玉である。
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Fig．31井戸SE205．206出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．32　井戸SE207．217・218・221出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．33　井戸SE222出土遺物、及び各井戸出土の土製品、石製品実測図（縮尺1／2．1／3）
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※数字は実測図の番号に一致する



9（SX） 30（SX）

第70次調査出土遺物②
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16（SX）

14（第1面包含層）

57（第1面遺構面）

※数字は実測図の番号に▼一致する



（3）土　壙（Fig・34～36）

貯蔵用土壕、ゴミの廃棄土壙を含めて、土壙の総数は約55ヶ所にのぼる。時期は古墳時代から

江戸時代の幅をもっているため、ここでは古墳時代から室町時代までの土壙に限って説明を行う。

土壌の形状．規模は多種あって、一定の規格性は無い。形状には円形．楕円形・隅丸方形．不

整形がある。

SKO4　トレンチとSP38に切られている。平面形は不整円形を呈し、断面形は逆梯形状である。

遺物は中国青磁の他、江戸時代の陶磁器、丸瓦等が多く出土している。

SKO8　SEOlに切られ、SK62とは重複関係にあるため、平面形は不明である。遺物は糸切り底

の土師器皿、瓦質土器、国産陶器、江戸時代の瓦等が出土した。

SK12　SXllと切り合い関係にある。平面形は不整円形を呈し、断面形は逆梯形である。長径

165cmを測る。遺物は土師器皿・坏、中国陶器の他、江戸時代の陶磁器、瓦類が出土した。

SK15　東側境界地にある。隅丸長方形状を呈し、浅い土壙である。全長は306cm、深さ32cmを測

る。遺物の中心は江戸時代で、国産陶磁器、瓦、土師器等が出土した。

SK17　西北隅に位置する。境界地にあるため全体形は不明だが、平面形は隅丸長方形が考えら

れる。長さ163cmを測る。遺物は中国陶磁器の他、江戸時代の陶磁器、瓦類が出土した。

SK19　SK38と切り合い関係にある。平面形が楕円形の土壙で、長さ94cmを測る。遺物には土

師器皿・坏、中国陶磁器、国産陶器が出土している。

SK21（Fig・34）sx24を切っている。平面形は隅丸長方形と考えられる。最大長255cm、深さ

58cmを測る。遺物は国産陶磁器の他、瓦類、寛永通賓等も出土している。

SK26（Fig・34）北側を撹乱壕に切られている。平面形は隅丸長方形を呈し、全長207cmを測る。

覆土は灰黒色を主体としている。糸切り底の土師器皿・坏が出土した。

SK31（Fig．34）全長105cmを測り、平面形は楕円形を呈し、断面形は舟底状で、2段掘りにな

っている。遺物は糸切り底の土師器皿．坏が多く出土した。

SK33　SK36に切られる。平面形は不整円形と考えられる。最大径120cm、深さ24cmを測る。土

師器皿・坏の他、中国陶磁器、鉄製品が出土している。

SK34　SK36を切っている。平面形は不整形である。最大長217cmを測り、断面形は逆梯形やあ

る。遺物は土師器皿・坏、中国陶磁器の他、江戸時代の陶磁器等も出土した。

SK43（Fig．34）径134cmを測り、平面形は不整円形である。掘り方は2段になっており、内底

は長径35cmを測る。糸切り底の土師器皿、李朝陶器、土鈴の他、「櫛田宮」銘の軒平瓦が出土し

ている。

SK62（Fig．34）トレンチと井戸SEOlから切られる。平面形は隅丸長方形を、断面形は逆梯形

を呈し、全長162cmを測る。糸切り底の土師器皿、及び控鉢が出土している。SK08と重複して
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SK21土層名称
1．暗茶灰色粘質土（土器・炭化物含む）
2．暗貴白砂層（細粒）
3・暗灰色粘質土（青昧帯びる）
4．暗黒灰色粘質土
5・暗黒褐色粘質土
6・暗茶色砂層伯昧帯びる）

SK62

（SKO8）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Fig．34　土壙SK21～83実測図（縮尺1／40）
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土壙SK21．79（東から）

土壌SK43土層状態（南から）

土壌SK91（西から）

－　50　－

土壌SK31．78（西から）

土壌SK73遺物出土状態（北から）

土壌SK95土層状態（南壁）



㌻4諾鑑射　　　　SK94
2．暗黒灰褐色砂質土（5mm大の租粒多い）
3．暗茶色微砂
4．暗茶色微砂（暗灰色粘質土の混入あり）
5．明黄白色砂質土（微砂）
6・黒色粘質土

SK133土層名称
1．茶褐色粘質土（木炭焼土含む）
2．炭化物層
3．黒灰色砂質土（炭化物含む）
4．黒灰色砂質土（灰白砂を含む）

SK166

SK157
SK95土居名称
1．黒茶灰色砂質土に黒灰色砂質土を含む（細粒）
2．異灰色砂質土
3・暗灰色砂質土
4．茶黒色砂質土
5．黒褐色砂質土（細粒）
6．暗灰褐色砂質土（微砂）
7．暗黒灰色砂質土（微砂）

0

8．暗灰色砂質土に暗茶色砂質土混入
9．黒色砂質土に粘質土含む
10．暗黄色微砂層
11．暗茶色砂質土に粗砂混入
12．黒灰色砂質土に明黄白色微砂混入
13．明黄白色微砂層

2m

Fig・35　土壌SK94～166実測図（縮尺1／40）
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土壙SK114（西から）

土壌SK133（西から）

土壌SK157B（東から）
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土壙SK132（南から）

土壌SK141（北から）

土壌SK164（南から）



土壌SK164内遺物出土状態（北から）

土壙SK176（西から）

土壌SK181（北から）
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土壙SK168．192（北から）

土壌SK178（東から）

土壌SK182．195（西から）



L＝4．104m

L＝＝3．704m

－…l
SK183

L＝3．704m

／．・．－－－l　－－－－1．－．－　－　／　－－－／－－

Fig．36　土壙SK168－189実測図（縮尺1／40）
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おり、同一遺構の可能性もある。

SK71他の土壕との切り合い関係が著しく、平面形が不明である。江戸時代を中心とした遺物

が出土している。

SK73　SK21・SP21に切られるため平面形は不明である。土師器皿の他、明代の染付皿等が出

土している。

SK79　SK21に切られる。平面形は不整の隅丸長方形、断面形は逆梯形を呈する。遺物は中国

陶磁器の他、国産陶磁器、瓦類等が出土した。

SK83（Fig・34）平面形は不整円形である。2つの土壕が重複している可能性もある。最大長は

194cmを測る。糸切り底の土師器坏、中国陶器、捏鉢、石臼が出土した。

SK91SK141．142に切られる。北側境界地にあるため全体形は不明である。現存長228cmを測

る。土師器皿．坏の他、中国陶磁器、布目瓦等が出土した。

SK94（Fig．35）平面形は隅丸長方形を呈しているが、一部を井戸SEOlに切られる。現存長

223cmを測る。覆土は黒灰色粘質土を主体としている。SKl06と同一遺構の可能性がある。遺物

は糸切り底の土師器皿、明代の染付皿、白磁皿、布目瓦が出土した。

SK95（Fig．35）平面形は不整の隅丸長方形、断面形は摺鉢状を呈し、全長は167cmを測る。暗

灰色砂質土、又は暗灰褐色砂質土を主体としている。覆土から糸切り底の土師器皿、中国青磁、

中国白磁、紡錘車、瓦質の玉等が出土した。

SK110　SX14l．142．SXlllに切られるため、全体形は不明であるが、平面形は不整円形と考

えられる。現存長は93cmである。ヘラ切り・糸切り底の土師器皿．坏・丸底坏、瓦器椀、越州窯

系青磁、布目瓦が出土した。

SK114　東側境界地にあって、SK75に切られる。平面形は不整の隅丸長方形と考えられる。現

存長156cmを測る。遺物は土師器皿・坏の他、中国白磁、越州窯系青磁が出土した。

SKl16　南側境界地にあって、撹乱土壌に切られる。SDl17を切っている。平面形は隅丸長方

形と考えられる。現存長114cmを測る。土師器皿・坏の他、中国白磁、越州窯系青磁、龍泉窯系

青磁が出土した。

SK130　SKl57と切り合う。平面形は不整楕円形を呈し、長径87cmを測る。土師器皿．坏、中

国陶磁器、朝鮮系の須恵器等が出土した。SK157と同一遺構の可能性あり。

SK132　SP274等の柱穴に切られる。平面形は不整の楕円形を呈し、現存の長さ134cm、深さ

22cmを測る。土師器皿．杯、中国青白磁、鉄製品が出土した。

SK133（Fig・35）調査区の境界地にあるため、全体形は不明。平面形は隅丸長方形と考えられ、

断面形は摺鉢状である。現存長152cmを測る。土師器皿・坏、白磁碗・皿、斜格子目叩きの平瓦

など多量の遺物が出土した。

SKl39　西側境界地にあって、SK80に切られる。現存長120cmを測る。遺物は土師器皿・坏、
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中国陶磁器、鉄製釘等が出土した。

SK141SK142と切り合う。平面形は不整の楕円形を呈し、現存長100cmを測る。断面形は逆梯

形である。遺物は土師器皿・坏、中国白磁等が出土した。

SKl42　SKl41と切り合う。平面形は不整円形を呈し、断面形は逆梯形である。現存長195cmを

測る。遺物は土師器皿．坏・丸底坏等が出土した。

SK157（Fig．35）境界地に位置し、平面形は不整隅丸長方形を呈している。現存長は123cmであ

る。浅い土壕ではあるが、上面から糸切りの土師器皿・坏の他、中国青磁、中国白磁、布目瓦等

が多量に出土した。

SK164（Fig．35）平面形は不整隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形である。全長220cmを測り、

覆土からは糸切り底の土師器皿．坏、中国白磁、青磁合子、斜格子目叩きの丸瓦・平瓦等が多量

に出土した。

SK166（Fig．35）境界地にあるが、平面形は円形を呈し、断面形は摺鉢状である。長径150cmを

測る。覆土から糸切り底の土師器皿・坏、中国白磁碗、斜格子目叩きの平瓦等が出土した。

SK168（Fig．36）平面形は不整円形を呈し、断面形は逆梯形である。長径138cmを測り、糸切り

底の土師器皿・坏、瓦器椀、中国白磁碗などが出土した。

SK170　SEl55・SKl37．164に切られる。平面形は不整の隅丸長方形と考えられる。遺物は土

師器皿・坏・椀、瓦器椀、布目瓦等が出土した。

SKl71西側境界地にある。SK203と切り合っているが、同一遺構の可能性もある。SK201等

の土壌に切られるため平面形状は不明である。規模の大きな土壙である。遺物は土師器皿、瓦器

椀、中国白磁、布目瓦等が出土している。

SK173（Fig・36）平面形は楕円形を呈し、断面形は招鉢状である。長径152cm、深さ72cmを測る。

遺物は糸切り底の土師器皿・坏、／中国白磁碗、明染付皿が出土している。

SK176（Fig．36）境界地にあるため全体形は不明であるが、平面形は不整円形と考えられる。

－56－

土壙SK183（西から） 土壙SK189（北から）



断面形は逆梯形である。現存長108cm、深さ47cmを測る。遺物は土師器皿・坏、瓦質土器、中国

陶磁器、明染付、国産陶磁器が出土している。

SKl78（Fig．36）平面形は円形を、断面形は逆梯形を呈する。長径133cmを測り、覆土からヘラ

切り底の土師器皿・坏、瓦器椀、中国白磁碗、青磁碗、須恵器鉢、布目瓦が出土した。

SK179（Fig．36）境界地にあるため全体形は不明。平面形は不整形を呈する。現存長は141cm測

る。土師器糸切り底の皿、瓦器椀、中国白磁碗、青磁碗、須恵器鉢、土師質土器鉢が出土した。

SK181（Fig．36）平面形は円形を、断面形は逆梯形を呈する。長径138cm、深さ128cmを測る。

土師器糸切り底の坏、瓦器椀、白磁皿・碗が出土した。

SK182（Fig．36）西側境界地にあって、SK18l・183に切られる。全体形は不明だが、隅丸長方

形が考えられる。現存の深さは83cmである。遺物は糸切りの土師器皿・坏、瓦器椀、中国白磁

皿・碗、青磁碗が出土している。

SK183　境界地にあるため全体形は不明である。平面形は不整楕円形を、断面形は摺鉢状を呈して

いる。短径82cm、深さ77cmを測る。遺物は糸切りの土師器皿・坏、中国白磁碗、瓦質土器がある。

SKl86　調査地の南側にあって、溝SD09を切っている。平面形は不整楕円形を呈し、長径102cm、

深さ46cmを測る。遺物は須恵器赤焼け土器、土師器甕、格子目叩きの平瓦等が出土している。

SK189（Fig・36）北側境界地にあるため全体形は不明。平面形は長楕円形と考えられ、長径

235cm、深さ46cmを測る。遺物はヘラ切り底の土師器皿、中国白磁碗・皿、格子目叩きの丸瓦・

平瓦や瓦壇が出土している。

SK195　SK181－184に切られるため、平面形、断面形共に形状は不明。遺物は土師器糸切り

皿・坏、中国白磁碗、中国陶器鉢が出土している。

SK197　南側境界地にある。溝SD150に切られる。平面形は不整円形を呈し、長径93cm、深さ

72cmを測る。遺物には糸切りの土師器坏、瓦器椀、中国白磁碗が出土している。

SK201西側境界地にある。SK202に切られている。平面形は隅丸長方形で、最大幅112cm、深

さ54cmを測る。遺物は須恵器蓋・坏、瓦器、土師器糸切り底の皿．坏、中国白磁皿・碗がある。

SK203　SK20l・202に切られる。平面形が不整の隅丸長方形を呈する土壙で、現存幅は105cm、

深さ56cmを測る。遺物は須恵器坏、国産染付皿、格子目叩きの布目瓦が出土した。SK208　南側

境界地にあるため形状は不明である。遺物は糸切り底の土師器皿、中国白磁碗、国産陶器碗・摺

鉢が出土している。

SK216　切り合い関係が著しいため、遺構の形状は不明である。遺物は糸切り底の土師器皿．坏、

内黒土器、中国青磁碗、泥面子がある。

（4）土壙出土遺物（Fig．37～57）

SK04の出土遺物は、1が伊万里の染付皿で、外底には「酒桝カ」の墨書がある。2は中国青磁
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皿で、内底にヘラ描きの花文と櫛描き文がある。3は丸瓦片で、背部に「右衛門」銘のスタンプ

がある。SK08の出土遺物は、4が糸切り底の土師器皿、5が瓦質土器摺鉢である。SK17の出

土遺物は、6が中国白磁皿であるが、他は江戸時代の遺物が主体である。SK12の出土遺物は、

江戸時代を主体としており、7は梅花文と退化した唐草文を配した軒平瓦である。SE15の出土

遺物には、8の糸切り底の土師器坏、9の土師器皿、10の滑石製石鍋片がある。SE19の出土遺

物には、11の土師器糸切り底の皿、12は糸切りの坏、13は背部に格子目叩きを施した丸瓦である

が、他に国産陶磁器も出土している。SK21の出土遺物には14の龍泉窯系青磁碗、15の緑釉陶器

壷がある。SK26の出土遺物は、16・17が土師器糸切り底の皿・坏である。SK31の出土遺物は、

18～22が土師器糸切り底の皿、23～28が糸切り底の坏である。SK33の出土遺物は、29が土師器

糸切り底の皿、30が坏である。SK34の出土遺物には、31の中国白磁碗、32の中国青磁碗がある。

SK37の出土遺物は、33の中国白磁碗があるが、外鹿部に「個」の墨書文字がある。SK43の出

土遺物は、34～36が土師器糸切り底の皿、37が李朝白磁碗、38は「櫛由宮」銘の軒平瓦である。

SK51の出土遺物は、39が瀬戸．美濃系の皿で、他に土鈴が出土している。SK60の出土遺物は、

40が中国白磁碗、41は内外面に円文を描いた滑石製の容器で、土器型の可能性がある。SK62の

出土遺物は、42が糸切り底の土師器皿、43が瓦質土器捏鉢である。SK71の出土遺物は、44が8

弁の花文を中心飾りに配した軒平瓦、45が三巴文の軒丸瓦である。SK73の出土遺物は、46が土

師器糸切り底の皿、47．49は明代の染付皿、48は瓦質土器皿、又は壷の蓋で、内底にヘラ描きの

「大」の文字がある。SK79の出土遺物には、50の軒平瓦がある。中心飾りは三乗文である。

SK83の出土遺物は、51が糸切り底の土師器皿、52は中国白磁碗、53は中国陶器捏鉢、54は凝灰

岩製石臼の上白である。石臼の擦目は分割溝の引き直しを行っている。SK91の出土遺物は、56

が中国白磁碗、57．58が内黒土器、59は背部に斜格子目叩きを施した丸瓦である。SK94の出土

遺物は、60・61が土師器糸切り底の皿、62が中国白磁皿、63・64は明代の磁器で、63は染付皿、

64は白磁皿である。65は背部が縄目叩きの平瓦である。SK95の出土遺物は、66が土師器糸切り

皿、67は土師器椀、422・68．69は中国白磁皿、71－73は中国白磁碗、70は青磁碗である。74は

布目瓦を転用した紡錘車である。他に51の石製の玉が出土している。SK96の出土遺物は、75・

76が土師器．糸切り底の皿、77が坏、78は中国白磁碗で、外鹿部には墨書がある。SK97の出土遺

物は、85が内黒土器、86が越州窯系青磁碗である。SK106の出土遺物は、79は白磁碗で、81は

明代の白磁皿、80は伊万里染付碗である。83は神出窯の須恵器鉢、82は陶器壷、84は砥石である。

SK110の出土遺物は、87～89・91は土師器へラ切りの皿、90は糸切り皿、92・93はヘラ切りの

丸底坏、94．95は黒色土器Bの椀、97は越州窯系青磁碗、98～100は背部が格子目、叉は斜格子

目叩きの平瓦である。SK114の出土遺物は、101が土師器糸切り底の坏、102が中国白磁碗、103が越

州窯青磁碗である。SKl16の出土遺物は、104が中国白磁碗、105が越州窯青磁碗である。SKl24の

出土遺物は、106が土師吉．糸切り底の皿、107・108は中国白磁碗、109は龍泉窯青磁碗である。
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Fig・37　土壙SKO4～26出土遺物実測図（縮尺1／3・1／4）
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Fig．39　土壌SK62－79出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．44　土壌SK133－142出土遺物実測図（縮尺1／2．1／3）
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Fig．45　土壌SK157出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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SK157下層
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Fig・47　土壌SK157・164出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．48　土壙SK164出土遺物実測図（縮尺1／3）

－70－

1－l l

圃匠『255



SK164A

5二二＝llllllllllllll5°

〆
j

＼∈＝∃≡ま7

SK164B

SK166

10cm

／

l　　　－　　ー　－．－．．．　　；

Fig／49　土壌SK164・166出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SK168
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Fig．50　土壙SK168・170出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．51土壙SK17ト176出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．52　土壙SK177－179出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．53　土壙SK179～182出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SK182
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Fig．54　土壙SK182．183出土遺物実測図（縮尺1／3）

SK130の出土遺物は、110が糸切り底の土師器皿、111－114は糸切り底の坏である。SK132の出

土遺物は、115～117が糸切り底の土師器皿、118～120が糸切り底の坏である。SK133の出土遺

物は、121～124が糸切り底の土師器皿、125－127が糸切り底の坏で、127は丸底である。128～

140は、中国白磁碗である。137の外鹿部に花押状の墨書がある。139・140の内面は櫛描き文を施

す。141・142は中国白磁皿、141の外鹿部に墨書がある。143は陶器蓋、144．145は背部が斜格子
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Fig．55　土壙SK184－189出土遺物実測図（縮尺1／3．1／4）
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SK195
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Fig・56　土壙SK195～208出土遺物実測図（縮尺1／3）

－78－



SK216
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Fig．57　土壌SK216出土遺物実測図（縮尺1／3）

目叩きの平瓦である。SK139の出土遺物は、146が土師器糸切り底の坏、148が中国白磁碗、149

は青白磁合子、147は陶器壷、150は砥石である。SK141の出土遺物は、151が土師器糸切り底の

皿、152・153は糸切りの底坏、154．155は中国白磁碗．皿である。SK142の出土遺物は、157が

土師器丸底坏、158．159が糸切り底の皿である。SK157の上層の出土遺物の内、160～169が土

師器糸切り底の皿、170～190が糸切り底の坏、191～193は中国白磁碗で、192は泥メンコ状に外

縁を成形する。198・199は中国白磁皿、201は青白磁合子蓋、194－196は青磁碗、197は青磁皿、

200は緑釉陶器、202は東播系の須恵器鉢、203は瓦器椀、204・205は中国陶器壷で、205の外底に

は墨書がある。206は滑石製の石鍋、207・208は丸瓦、209は平瓦である。207の背部は縄目叩き、

209の背部は格子目叩きである。SK157の下層の出土遺物は、210－212が土師器糸切り底の坏、

213～216が中国白磁碗である。SK164の出土遺物は、217～219は中国白磁碗、220は青磁菊花皿、

221は陶器甕、222・223は瓦質土器の捏鉢、224－226は平瓦である。224は、背部が縄目叩き、

225．226は、背部が斜格子目叩きである。227は砥石。228－232は糸切り底の土師器皿、233～

253は坏で、253は丸底の杯である。254は青白磁の合子蓋である。SK164Aの出土遺物は、256が

土師器糸切り底の皿、257が泥メンコ状に外縁を成形した白磁碗片、258～260は、背部が斜格子

目叩きの瓦で、258・259は丸瓦、260は平瓦である。SK164Bの出土遺物は、261が土師器へラ切

り底の皿、262は丸底の坏である。SK166の出土遺物は、263・264・266が中国白磁碗、265が土

師器糸切り底の坏、267．268は糸切り底の皿、269は背部が格子目叩きの平瓦である。SK168の

出土遺物は、270は糸切り底の土師器皿、271が糸切り底の坏、273は瓦器椀、272・274は中国白

磁碗で、272の内底にはヘラ彫りの鹿を描く。外底に目痕が残っている。276は陶器盤である。

SK170の出土遺物は、278はヘラ切り底の土師器皿、279－281は中国白磁碗、282は黒色土器A
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＼

の椀、283は瓦器椀、284～286は、背部が格子目叩きの平瓦と丸瓦である。SK171の出土遺物は、

287～289は乎瓦で、背部の叩きは289が縄目叩き、287・288は斜格子目叩きである。SK173の出

土遺物は、290が糸切り底の土師器皿、291は白磁蓋、293は中国白磁碗、292は瓦器椀である。

SK176の出土遺物は、295～298が土師器糸切り底の皿、299～303は坏、304～306は中国白磁碗、

307は明代の碁笥底の皿、308は瓦質土器火合、309は背部が縄目叩きの平瓦である。SK177の出

土遺物は、310が須恵器甕、311は中国白磁碗、312は蛇紋岩製紡錘車である。SK178の下層出土

遺物は、313～317はヘラ切り底の土師器皿で、316は高台付皿である。318－321はヘラ切り底の

坏で、320・321は丸底である。322・323は瓦器椀、324～326は中国白磁碗、327は青磁碗、328は

神出窯系の須恵器鉢、329は背部が縄目叩きの平瓦である。SK179の出土遺物は、330・331．

333が瓦器椀、332がヘラ切り底の土師器皿、334は中国白磁碗、336は東播系の須恵器鉢、337は

瓦質土器の摺鉢である。SK181の出土遺物は、338は土師器糸切り底の坏、339は瓦器椀、340は

中国白磁皿、341は白磁碗である。SK182の出土遺物は、342．343は土師器皿で、343はヘラ切

り、342は糸切り底である。344．345は糸切り底の坏、346・347は瓦器椀、348～356は中国白磁

碗である。357は白磁皿、358は青磁碗である。SK183の出土遺物は、359．360が土師器糸切り

底の坏、363・364は糸切り底の皿、362は中国白磁碗、365は瓦質土器の摺鉢である。SK184の

出土遺物の内、366は土師器糸切り底の皿、367は坏、368は中国白磁皿、369～373は白磁碗で、

371は越州窯系の青磁碗である。374は緑釉陶器の壷で、外底に花押状の墨書がある。375は中国

白磁小碗で、外底に「周個」の墨書がある。SK186の出土遺物は、376が須恵器赤焼け土器の皿、

377は土師器甕、378は、背部が格子目叩きの平瓦である。SK189の出土遺物は、379がヘラ切り

の底の土師器皿、380．381が中国白磁碗、382が白磁皿、383は背部が格子目叩きの丸瓦、385は

平瓦、384は長方形の瓦噂である。SK195の出土遺物は、386が糸切り底の土師器坏、387が皿、

388・389が中国白磁碗、390は陶器捏鉢である。SK197の出土遺物は、391が瓦器椀、392が土師

器糸切り底の坏、393．394は中国白磁碗である。SK201の出土遺物は、395が須恵器蓋、396は

坏である。SK202の出土遺物は、397が瓦器皿、398は瓦器椀、399は中国白磁皿、400は白磁碗

である。SK203の出土遺物には、401の背部が格子目叩きの平瓦がある。SK208の出土遺物は、

402が土師器糸切り底皿、403．405は中国白磁碗、406は白磁小碗、408は須恵器坏、409は国産染

付皿、410は肥前陶器碗、404は陶器碗、407は陶器壷、411は国産の陶器摺鉢である。SK216の

出土遺物の内、412は土師器糸切り底の皿、413・414は坏で、413の内底には渦巻状の水引痕があ

る。415は内黒土器、416は越州窯系青磁碗、417は同安窯系青磁碗、418は白磁碗、419は白磁皿、

420は瓦片を転用した泥メンコ、421は土師質土器の鉢である。

（5）炉跡・構造物（Fig．58・59）
くど

いずれも近世の炉跡であるが用途についてはSX64が竃突、SXllが鍛治炉と考えられる。
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第70次調査出土緑釉陶器・越州窯系青磁
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SXOl　北側の境界地にあるため規模・構造は不明である。当初はSX02に連続する遺構と考え

ていたが、完掘状況から別個の遺構であると判断した。平面形は不整形で最大長330cmを測る。

遺物には中国陶磁器の他、国産陶器．、瓦類が出土した。

SXO2（Fig．58）　北側の境界地にあるため、規模は不明である。石垣積みの溜桝である。今回

検出した部分は北側の一辺に相当し、石垣の裏側を検出した。石垣面を出しているのは一部分だ

けであった。石垣は長さ40～70cm大の石を積んでおり、2段分が遺存していた。裏込めには15～

45cm大の礫を用いている。元来、石垣の高さは180cm以上まで築かれていたと考えられるが、溜

桝の廃棄に伴い石材を抜いたものと考えられる。石垣の現存長5・7cmを測る。遺物は土師器皿、

伊万里焼皿．碗、瓦類、石塔など出土した。

SX11（Fig．58）　切り合い関係が不明な部分もあって、形状については若干問題も残る。上部

は削平を受けている。平面形は隅丸長方形を呈し、長さ325cm．、深さ95cmを測る。北側隅に別の

土壌が切り合っている。壙底の西側に長さ30－62cm大の石が据えられており、これが、炉壁の基

礎をなすものと考えられる。基礎石の上に厚さ約50cmの炉壁を築いている。炉壁は瓦を多量に用

いているが、その他に礫や陶磁器などを混入させて緩和材としている。炉壁は南側の一部しか遺

存しておらず、高さは130cmを測る。炉の復原内径は約120cm、外径は180－230cm、深さ115cmを

測る。遺物は瓦類の他、土師器、土師質土器、瓦質土器、中国陶磁器、国産染付、七輪、鉄澤が

出土している。

SX64（Fig．59）　溝SDOl・02を切っているが、遺構面において形状を把握することが不可能

であった。不整形の土壙内に炉が2基が並んで構築されている。土壕の最大長は300cm、深さ約

30cmであるO西側の1号炉は、平面形が隅丸長方形で、炉内部の形状も同じである。長さ110cm、

幅70cm、炉の内法は長さ100cm、幅35cmである。粘土壁の厚さは10－20cmを測る。焚口は北西側

である。東側の2号炉の遺存状態は悪い。平面形は隅丸長方形で、焚口は北西側である。現存の

長さは120cm、幅110cm、炉の内法は長さ120cm、幅64cm、粘土壁の厚さ30cmを測る0

2基の炉の南側には、10－30cm大の礫と粘土が混在していることから土壙壁との間に礫・瓦混

じりの粘土壁が作られており、2基の炉の外護を形成するものと考えられる。

遺物には平瓦・丸瓦の他、硯片、唐津焼摺鉢等が出土している。

SX129（Fig・58）　sK166を切っている。土壕の上部に礫石積みがある。土壙の平面形は不整円

形で、断面形は逆梯形である。長径75cm、深さ18cmを測る。上部の石積みは、20－50cm大の礫を

用いており、長さ110cm、幅80cm、高さ25cmの範囲に分布している。遺物は糸切り底の土師器

皿．坏、中国白磁、陶器、鉄釘などが出土している。

SX211（Fig．59）　第1両にて検出した。平面形は不整円形を呈しており、外周に長さ25～35cm

大の石を、環状に列べて基礎としている。南側半分の基礎石は欠いている。内径は95cmを測る。

この礎石上に炉体を構築する。炉底は長さ80cm、幅65cm、深さ30cmに掘り窪めている。遺物は糸
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SX11土居名称
1．濃黄青色土（炭化物、鉄滓のかたまり含む）
2・暗灰色粘質土（炭化物、赤紫の粘土含む）
3．暗灰黄色砂質土
4．赤紫色土
5．暗茶赤色粘土
6・暗灰白色砂質土
7．明赤茶色土（焼土硬い）
8・明黄茶色土（焼土、硬くもろい）
9．暗黄灰色砂質土
10．暗茶色土（焼壁、鉄分の塊りあり）
11．暗黒褐色粘土
12．暗黄色土（焼壁）
13．灰黄色粘土

－14　明茶色土（焼壁、硬くもろい）
15・暗茶色粘土（土器の間に粘土をつめる）
16．暗茶褐色砂質土（鉄淳、炭化物を多く含む）
17．暗灰白色粘質土（鉄分、炭化物を多く含む）
18．黒灰色砂質土
19．黒灰褐色粘質土
20・暗灰色粘土（鉄分、土器、炭化物多く含む）
21．暗灰褐色粘質土
22　黒褐色砂質土
2313と同じ（軟）
24．黒灰色粘質土
25．14と同じ（粘質土に近い、やわらかい）
26．暗灰褐色砂質土（赤味が強い）
27．暗茶灰色砂質土（粘土混入）
28・13（炭化物含む）
29．炭化物層

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

．1

5

明／火褐色粘架土（炭化物と焼壁混入）
暗茶色粘質十
24と同じ（炎色味を帯びる）
鴫灰褐色砂貿上
略灰薬包粘土に明茶色土（焼土）混入
炭化物と明茶色粘土が混入（もろい）
暗灰褐色粘土に明茶色粘土混入
明灰褐色粘土と暗灰色砂質土の混入
暗灰色砂貨土（租砂）
黒灰色緋貨1
暗茶褐色砂質土
暗黒灰褐色砂質士
黒褐色砂質士（微砂）
33と同じ（粗砂）
18と同じ（宵味を帯びる、細粒）
18と同じ（黄味を帯びる）

（租粒、もろい）

2m

SXO2

9　　　　　一　　．．一二呈m

（1／60）

Fig．58　炉跡SXll、溜桝SXO2、石積遺構SX129実測図（縮尺1／40・1／60）
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溜桝SXO2（東から）

鍛冶炉SXll（東から）

炉SX64内の1・2号竃（北から）

～84

溜桝SXO2（北から）

鍛冶炉SXll土層状態（北から）

炉SX64内の2号竃（北から）



石積遺構SX129（南から）

土墳墓SX20（西から）

土壌墓SX24内遺物出土状態（東から）
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鍛冶炉SX211（西から）

土墳墓SX24（西から）

土墳墓SX24（南から）



D土居名称

1．暗青灰色粘質土
2．暗灰色粘質土

3．暗黄灰色粘質土（焼土含む）
4．2より青昧帯びる（炭化物含む）
5．黒灰色粘質土（焼土含む）
6・暗青灰色粘質土（焼土多く含む）
7．2に赤色粘土含む
8・窯灰色粘質土
9・9に炭化物含む

10　赤灰色粘質土（炭化物、焼土含む）

A土層名称

1・灰色粘質土（焼土粒、ブロック含む）
2．灰色粘質土と焼土の混合土

3．焼土のブロックと灰色粘土のブロックの混合土
4．焼壁

5．暗灰色粘質土（焼土含む）

6　暗灰色粘質土（焼土の大ブッロク含む）

B土居名称

1暗赤色砂質土（硬い）
2．暗茶灰色砂質土
3・暗茶灰色砂質土．明茶色粘土混入

C土居名称

1．暗灰黄色粘土に明赤色粘土混入
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Fig・59　炉跡SX64．SX211実測図（縮尺1／40）

切り底の土師器皿、瓦質土器摺鉢、備前焼摺鉢、格子目叩きの平瓦、中心飾りが梅鉢文の軒平瓦

が出土している。

（6）炉跡・構造物出土遺物（Fig・60－63）

SXOlの出土遺物は1・5は中国白磁碗、2は白磁台付炉、3は越州窯系の青磁坏、7．8は国

産陶器碗で、7は高取焼であろう。6は唐津刷毛目碗、4は洛北産の緑釉陶器、9は急須であろ

うか、注口部が2重になっている。10は鬼瓦の外縁部、11は中心飾りが三巴文の軒丸瓦、12は三

業文を中心飾りにした軒平瓦、13．14は平瓦で、13の谷部には「一郎左衛門カ」の文字がある。

SX02の出土遺物は17・22－24は伊万里焼の皿で、23・24には内鹿部にコンニャク版がある。
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土壌SXOl．溜桝SXO2出土遺物実測図（縮尺1／3．1／4）
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SXO2

Fig．61溜桝SXO2出土遺物実測図（縮尺1／3・1／4）
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SXO2

18．19．20は伊万里の香炉で、19は白磁、18・20は青磁である。21は紅皿、25～28は土師器／糸切

り底の皿、29は三巴文の軒丸瓦、30・33・34は平瓦で、谷部に「九郎左衛門」．「利右衛門」のス

タンプ文字がある。31・32は丸瓦で、背部に「松右衛門」．「二郎左衛門」のスタンプ文字がある。

15は砥石、16は砂岩製の一石五輪塔で、地輪を欠損している。SX05の出土遺物は、35が梅花文
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Fig■63　炉跡SX64・211出土遺物実測図（縮尺1／3・1／4）
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を配した軒平瓦、37は背部が縄目叩きの平瓦である。SX14の出土遺物は36が瓦質土器の摺鉢で

ある。他に三巴文の軒丸瓦がある。SX64の出土遺物は、38が中国青磁碗、39～41が李朝陶器の

碗、42は福岡地方の陶器摺鉢、44．45～47は丸瓦で、46の背部に「□平」の印鑑を押している。

44の背部は縄目叩きで、45の背部は平行叩きである。43は赤間石の硯で、表面に草木状の文様を

あしらう。SX211の出土遺物は、48が土師器糸切り底の皿、49が唐津焼碗、50が瓦質土器の摺

鉢、51は備前焼甕、52が備前焼摺鉢、53・54が中心飾りに梅花文を配した軒平瓦である○

（7）土墳墓（Fig．64・65）

SXO5（Fig．64）平面形は隅丸長方形を呈している。長さ147cm、幅54cm、深さ40cmを測る。遺

物はいずれも細片であるが、鉄釘が出土したため土壙墓とした。

SX20（Fig．64）平面形は隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形を呈している。土壙中位・或い

は底面に鉄釘が列状に出土しており、棺桶の位置・大きさを示している。棺の大きさは長さ

176cm、幅79cm、深さ22cmの大きさが推定できる。遺物は細片であるが、土師器皿．坏の他、中

国青磁、白磁、高麗青磁が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

SX24（Fig．64）平面形は不整の隅丸長方形を呈し、長さ212cm、深さ66cmを測る。断面形は逆

梯形状を呈するが、土壌上部に人頭大の礫を投げ入れている。遺物はこの礫中から多量に出土し

たが、下位からは鉄釘、刀子等が出土するため、土墳墓とした。

遺物には糸切り底の土師器皿・坏、中国白磁、明染付皿、唐津焼皿、瓦質土器摺鉢・火舎、備

前摺鉢、軒平瓦がある。

sx39（Fig．64）sKOlに切られている。平面形は隅丸長方形を呈し、幅は83cmを測る。削平

が著しく、深さは9cmである。断面形はレンズ状である。

遺物は細片であるが、糸切り底の土師器皿・坏、瓦質土器、中国陶磁器の他、床面から鉄釘が

出土している。

sx65（Fig．64）sK51に切られ、SK68を切っている。平面形は隅丸長方形を呈し・現存長

140cm、幅131cmを測る。床面から鉄釘が列状に出土しており、木棺の位置を示すものと考えられ

る。棺桶の規模は、幅48cm、長さ100cm以上が推定できる。遺物はいずれも細片であるが、糸切

り底の土師器皿、瓦器椀、鉄釘が出土している。

sxl11（Fig．64）SK93に切られる。平面形は不整の隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形であ

る。長さ192cm、深さ87cmを測る。底面から鉄釘が出土したため土墳墓とした。

遺物は糸切り底の土師器皿・坏、中国白磁碗が出土している。

sxl13（Fig．64）sK96に切られる。東側壁が崩壊しているが、平面形は隅丸長方形を・断面
／

形は逆梯形を呈する。長さは129cm、底面での幅は58cmを測る。

遺物は細片であるが、糸切りの土師器皿・坏、中国白磁、青磁、貨幣、滑石製品、鉄釘等が出
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SX24土層名称
1．暗灰褐色枯質土　　5　暗黒灰色砂質土
2．暗灰黄色砂質土　　6．暗黒青灰色粘質土
3．暗茶灰色枯質土　　7．暗黒褐色砂質土
4．暗黒灰褐色粘質土　8　黒灰色砂質土（青味を帯びる）

SX24

L＝4，204m

SX20土層名称
1黒灰色粘質土（砂粒多い、

焼土粒、黄色粘土を含む）
2．窯灰色砂質土（黄褐色砂含む）

L＝4，064m

L＝4，612m

SX65

SX39

SX65土層名称
1・灰色土（淡灰褐色粘土粒を含む）
2．灰色砂職質土
3．暗灰色土（炭化物粒含む）
4・灰黒色土

SX113

Fig．64　土墳墓SXO5－113実測図（縮尺1／40）
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土墳墓SX65（東から）

土墳墓SX215の土層状態

土壌墓SXlll（南から）

3・暗灰褐色砂土
4・赤色砂層（顔料が濃い）
5．黄灰色砂層（顔料を少し含む）

0　　　　　　　　　　　1m
t　　　　　1　．．－－－－－－」

Fig．65　土壌墓SX215実測図（縮尺1／40）

土した。

SX215（Fig．65）　溝SDO9．土壌SK186に切られる。表面に赤色顔料が散布していたので、こ

の範囲を土壌と考えたが、平面的には木棺を検出できなかったため、溝SD09によって切られた。

断面において確認した。棺は割竹型の木棺墓で、現存長約90cm、幅75cm．を測る。遺物の出土はな

いが、博多遺跡の従来からの検出例から古墳時代初頭の時期であろう。

（8）土墳墓出土遺物（Fig．66・67）

SX20の出土遺物は、1・2が土師器糸切り底の皿、3．4が糸切り底の坏である。SX24の出土遺

物は、5・6が土師器糸切り底の皿、7・8が糸切り底の坏、9．10は中国白磁碗で、9は縁辺を整

形してメンコ状にしている。11は明代の染付皿、12は染付碗で、外鹿部に「萬福優同」の呉須文

字がある。13は瓦質土器の摺鉢で、目線端部をつまみ出している。使用による磨滅著しい。14は

土師質土器の鉢で、外面上位に爪形文がある。15．16は備前焼で、15は水盤もしくは水指、16は
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Fig．66　土墳墓SX20・24出土遺物実測図（縮尺1／3）　　　　
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Fig．67　土墳墓SX24～111出土遺物実測図（縮尺1／3・1／4）
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溝SD O2土層状態（東から）

溝SD09土層状態（東から）

SPlO2内遺物出土状態（西から）
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溝SD O8土層状態（北から）

溝SD150内「櫛田宮」銘瓦出土状態

SP310内遺物出土状態（西から）



摺鉢である。17は瓦質土器の火合で、2次火を受け褐色を呈している。外面に三巴文をスタンプ

している。18は中国陶器壷の口縁部、19は中国陶器甕である。20は平瓦である。SX65の出土遺

物は、21が土師器糸切り底の皿、22は瓦器椀である。SX111の出土遺物は、23・24が糸切り底

の土師器皿、27は瓦質土器の鉢で、外面に爪形文がある。弥生土器の可能性がある。26は中国白

磁碗、25が青磁碗、28・29は平瓦で、28の背部は格子目叩き、29は平行叩きで、谷部は糸切り痕

が残る。

（9）溝（Fig・68）

奈良時代～江戸時代の溝を10条検出した。SDOl～07は第1面、SDO8．09・150は第3面で検

出した。

sDOl　東西方向の溝で、SD02と切り合う。溝幅は75cmを測り、断面形は逆梯形を呈する。遺

物には、土師器皿．坏、中国陶磁器、国産陶器が出土している。

sDO2（Fig・68）溝SDOlと切り合う。東西方向の溝で、断面形は逆梯形を呈する。遺物には・

中国白磁碗、伊万里染付皿、瓦質土器、摺鉢、平瓦等が出土している。

sDO3・04（Fig・68）南側境界地にあるため、規模、及び切合い関係など不明である。緑釉陶

器、瓦質土器、中国青磁、白磁、備前焼等が出土した。

sDO5　削平のため規模不明。東西方向の溝で、現存幅72cmを測る。中国陶磁器、瓦器片・土師

器皿・坏、瓦などが出土した。

sDO6　溝SDOl．02の延長線上に位置するため、同一溝と考えられる。削平のため、規模不明

である。伊万里赤絵片等が出土した。

L＝4．551m N E

SD02土層名称
1・鼎火色粘質上（焼土粒1混入）
2．1火黒色粘質士（焼1、焼噂、多削二混入）
3・黒灰色柚質1
4．プ拙火色粘質一士

N L＝4．654m S

SDO4

SD04土層名称
1．暗灰黄色粘質土（黄褐色が強い）
2　暗矧火褐色砂嚢土
3・黒褐色砂簡土
4．噌灰色砂質土（自黄色砂少し含む）

L＝4，404m w S

SD08土層名称
1暗茶褐色砂質土
2．黒褐色砂賀土
3．茶褐色砂質土
4．3に黄白色砂含む
5　黄褐色砂と灰褐色砂質土の混合土
6　灰褐色砂質土に黄白色土を含む

L＝4，269m N

SD09土層名称
1．暗茶色微砂層
2・1と暗灰色砂質土の混入
3　暗茶褐色砂質土（上層に里色粘質土混入）
4．暗灰褐色砂質土
5．黒褐色砂質土（微少）
6・黒灰色砂質土に暗黄色微砂層を含む

Fig・68　溝SDO2～09実測図（縮尺1／40）
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Fig．69　溝SD02－09出土遺物実測図（縮尺1／3）
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D150
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Fig．70　溝SD150出土遺物実測図（縮尺1／3）

SDO7　東西方向の溝で、SDOl・02に平行している。西側は近世遺構の切り合い関係が著しく、

把握できなかった。遺物には、中国陶磁器、明染付、糸切り底の土師器皿・坏、丸瓦等が出土した。

SDO8（Fig・68）　南北方向の溝で、南側は近世遺構のため把握できなかった。溝の断面形は不

整な箱薬研堀である。溝幅は155cmを測る。遺物は土師器糸切り底の皿・坏、長門産緑釉陶器、

越州窯系青磁蓮花文皿、土師質土器摺鉢、瓦質土器火合等が出土した。

SDO9（Fig・68）　東西方向の溝で、溝SD07に重複している。SDO7同様にSDO1．02に平行

している。溝の南側壁は2段掘りになっているので、溝が切り合っている可能性がある。溝幅は

135cm、深さ54cmを測る。遺物は土師器へラ切り底の坏・椀、須恵器赤焼け土器、中国白磁碗を

加工した泥メンコ等が出土した。

SDl50　東西方向の溝で、溝SD09の南側に位置している。溝幅は35cm、深さ30cmを測る。遺物

には土師器皿、中国陶磁器、滑石製小型硯、「櫛田宮」銘の軒丸瓦が出土した。

（10）溝出土遺物（Fig．69・70）

SD02の出土遺物は、1が中国白磁碗、2は伊万里染付皿で、内底にコンニャク版がある。4は

平瓦で、谷部にスタンプの「勘蔵」銘がある。SD05の出土遺物は、3は瓦質土器の摺鉢である。

SD08の出土遺物は、5が土師器糸切り皿、6が坏、7・8は緑釉陶器で、長門産であろう。9

は越州窯青磁皿で、内面にヘラ描きの蓮花文を描く。10は瓦質土器の摺鉢で、内面に下し目があ

る。11は瓦質土器の火合で、外面に菊花文のスタンプがある。SD09の出土遺物は、12は須恵器

の蓋、13は土師器の坏、14は瓦器の坏か。15・16は土師器の椀、17は中国白磁碗で、縁辺を加工

して泥メンコ状に成形している。SD150の出土遺物は、土師器皿、内黒土器、中国陶磁器が出

土しているが、いずれも細片である。19は「櫛田宮」銘の軒丸瓦で、内区と外区に圏線を施し、

その間に珠文を貼り付けている。須恵質である。20は滑石製の硯で、長さ6cm、幅3．6cmを測る。

良く使用されており、海部と陸部の境は不明瞭である。海部は半円形を呈する。
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Fig．71SP82－377出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SP364

SP404

ラフ

SP406

1ーノ

10cm
l　　　　　　　　　　　　　．　　．．．－．一一一一一一一一一」

露：惑－．1
0　　　2cm
5　　　　－　　　　土

（1／2）

Fig．72　SP364～408出土遺物実測図（縮尺1／2・1／3）

（11）pit遺構（SP）

准穴と考えられる。径20－50cmを測るPitを多数検出した。いずれも柱穴と考えられるが、建

物として把握することはできなかった。SP256・265・310等からは多量の遺物が出土している。

Pitの作られた時期は奈良時代から室町時代末までの幅をもっている。

（12）pit遺構出土遺物（Fig・71・72）

1はSP82、2はSPl35、3はSPl02、4～6はSP256、7～9はSP265、10はSP280、11

－14はSP283、15～26はSP310、27・29はSP336、30はSP364、28はSP377、31－33はSP393、

34はSP403、35はSP404、36はSP405、37－39はSP406からの出土である。

Pit遺構出土遺物の内、1は陶器磯で、唐津焼である。2は中国白磁碗、3は備前焼壷、4～
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表土

10cm
L－－．一　一　　ⅰ．－．．．　　　　　　　　　　　！

＿．．∴．． 達‥．．笠一・、…．
Fig．73　表土出土遺物実測図（縮尺1／3・1／4）

－102－

10cm（1／4）
l－．一一　一　　　　　　　　1　　　．－－　－－．－．－」



1両下包含層

覧∃匡；グ

2面下包含層

Fig．741面・2両下包含層出土遺物実測図（縮尺1／3）
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脚
醐
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出
飢

53　　　　0　　　2cm

5　1　5（1／2）

Fig・75　第3面出土遺物、及び各遺構出土土製品実測図（縮尺1／2．1／3）
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Tab・1　第70次調査出土土錘・石錘一覧表

挿 図 番 号 遺 物 番 号 出　 土 遺 構 長 さ （cm ） 最 大 径 （cm ） 孔 径 （cm ）－ 重 量 （g ） 備　　　　 考

3 3 3 6 6 － S E　 9 0 現 存 長 4 ．1 1 ．7 0 ．4 5 1－1 ．0 －

3 3 3 7 1 〃　　 上 層 ． 現 存 長 5 ．1 2 ．4 5 0 ．8 27 ．5

3 3 3 6 7 〃　　 井 戸 側 ． 4 ・7 1 ・6 3 0 ．5 10 ．．5

33 37 0 〃　　　　　　　　 〃 5 ．3 1 ．8 0 ．6 16 ．0 ．

33 36 8 －S E 1 55 4 ．9 1 ．9 5 0．．6 5 1 9 ・0

3 3 36 5 〃 3 ．5 1 ．／1 0 ・3 5 3 ．5 ．

3 3 36 4 S E 1 5 5 3 ．2 1 ．9　－ 0 ・6 ／ 1 0 ．0

3 3 37 2 S E 1 5 5 掘 り方 5 ．6 3 ．1 0 ．9 4 3 ．0

3 3 3 13 S E 1 8 8 1 6 ．3 5 1 ．8 －1 9 ・0 砂 岩

3 3 3 69 －S．E 2 2 1掘 り．方 5 ．3 －1 ・1 5 －0 ．4 5 9 ．0 穴 は 両 方 か ら穿 孔

7 8 33 S K 19 4 ．9 2 ・0 ． 0 ・6 1 4 ，5

7 8　－ 4 4 S K　 2 6 3 ．．5 1－0 P ．3 ． 3 ．5

7 8 4 0 S K　 3 1 4 ・0 2 ．0 0 ．7 5　－ －1 6 ・0

7 8 4 6 S K　 53 現 存 長 3 ．5 1 ．2 ． 0 ．3 苧 4 ．0

7 8 3 6 S K l・6 4 B 現 存 長 5 ．1 1．．7 0 ‐3 1 5 ．5

7 8 3 1 S K 17 8 下 面 現 存 長 5 －1 2 ．2 0 ・4 5 1 8 ．5

7 8 4 3 S X　 O l 4 ．0 1 ．0 0 ．3 3 3 ．．0

7 8 3 8 〃 4 ．8 1 ．8 0 ．3 1 21．5 ．

7 8 4 5 S X　 65 3 ．4 0 －9 0 ．4 5 2 ・5

7 8 4 1 S D　 O6 4 ．5 2 ．4 0 ・9 5 2 9 ．5

7 8 3 5 第 1 面 下 包 含 層 1 4 ．9 1 ．9 0 ．6 5 1 5 ．5

7 8 4 0 第 2 面 下 包 含 層 現 有 長 5 ．4
2 ．7 0 ．9 2 7 ．0

7 8 3 9 〃　　　　　　　　 〃 現 存 長 4 ．0 1 ．5 3 0 ．5 8 ．5

7 8 －3 7 〃　　　　　　　　 〃 現 存 長 5 ．1 1 ．4 5 0 ．5 5 11 ．0

＿＿ー吉56（SK173）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
5　　－　　　　　　　　　．　　　　－．．．　　　　　5

Fig．76　各遺構出土の硯実測図（縮尺1／3）
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0　　　　　　　　10cm（1／4）
し一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1－．－　　　　　　　　　：

3（2面下包含層）
］

l

l＼

13（P243）

10cm

ヒ＝二二．．．．．．．．．．．．．一一．　．　一　　　　一一±

14（SE155）

．・．‾・．．・こ二…二．＼・／議毒
Fig．77　各遺構出土の弥生式土器．土師器実測図（縮尺1／3・1／4）

－106－



9は糸切り底の皿・坏で、外鹿部に板目がある。11～14は中国の白磁で、11・12．14は碗、13は

皿である。15～21は糸切り底の土師器皿、22～27は糸切り底の坏、29は糸切り底の土師器皿、28

は白磁碗である。30は越州窯の青磁皿で、内面に蓮花文を描く。31・32は須恵器で、31は蓋、32

は坏である。33は土師器甕、34は土師器椀、35は越州窯青磁碗である。36は土師器の丸底坏であ

る。37．38は白磁碗、39は石製の紡錘車で、直径3・8cm、孔径1．3cmを測る。

（13）表土・遺構面・包含層出土遺物（Fig・73～75）

1～10は表土、11～18は1面下包含層、19～26は2面下包含層、27～32は3面の遺構面出土で

ある。

表土出土の遺物は、1・2が糸切り底の土師器皿、3が瓦器椀で、外底に墨書がある。4は伊

万里の紅皿である。5は伊万里系の青磁皿、6は伊万里焼の白磁皿で、内底に見込みは釉の掻き

取りを行い、「針忠」の墨書がある。7は移動式竃の鍔、8は丸瓦、9．10は平瓦である。8・

9は、背部に斜格子目叩きを施す。10は谷部に「二郎左衛門」のスタンプがある。1面下包含層

の出土遺物には、11・12が糸切り底の土師器坏、13は陶器碗で、福岡地方産であろうか。14は瀬

戸・美濃系の下し皿、15は龍泉窯系青磁で、「金玉満堂」のスタンプがある。16は瓦質土器の湯

釜、17は陶器の摺鉢、18は国産陶器の壷である。2面下包含層の出土遺物は、19・20は糸切り底

の土師器坏、21は皿、22は白磁碗、23は焼塩壷、24は須恵器皿、25は土師器甕、26は須恵器の壷

で、朝鮮産である。第3面の出土遺物は、27～29は須恵器の皿で、29の外鹿部には「大」字の墨

書がある。30は土師器丸底の坏、31は越州窯系青磁碗、32は土師器鉢である。

（14）その他の遺物（Fig・75・76）　　　　　　　　　／

土製晶・石製晶（33～55）33～46は土製の管状土錘で、計測値はTab．1に示している。52～55

は土鈴である。52はSK51、53・55はSXO2、54は表土から出土した。47．48は土玉で、瓦を転

用．加工している。49－51は石製の玉で、47・48と同様の用い方をしたものと考えられる。50・

51は研磨して、丸みをもたせている。56～58は硯で、PK173、57は遺構面、58は表土出土である。

56は滑石製、57は瓦製である。58は赤間石の硯で、裏面に「赤間関」の線刻文字がある。56は面

取りと、研磨調整が行われているが、最終的に硯に加工されるのか判断できない。

（15）弥生式土器・土師器（Fig．77）

遺構面、及び各遺構に伴って、弥生式土器・土師器片が出土したため一括して報告するが、こ

の時期の遺構は確認できていない。

1～4．14～17は、大型の甕形土器である。頚部と胴部に山形突帯を貼り付け、ヘラによって

太い刻目を入れる。外面はタテパケ調整、内面はヨコハケ調整であるが、3・4の外面の一部には

－107－



平行タタキ痕がみられる。1は復原口径23cm、現存高68cmを測る。弥生時代終末期の土器である。

10～12は甕の鹿部で、10・12の底径は小さい。13は器台片と考えられる。8・9は高坏の脚部で、

8筒部はやや膨らんでいるところから、8は土師器と考えられる。5～7は瀬戸内からの搬入土器で、

いずれも口縁部を内傾させ、6．7は口縁端部を上につまみ出して、外面に沈線を施している。

（16）文字瓦（Fig・78）

近世遺構からは、丸瓦．平瓦等が出土したが、これらの瓦には丸瓦の背部や、平瓦の谷部にヘ

ラ描き、叉はスタンプによる文字銘が残されていた。ここでは、「今宿……」等の西区今宿にお

いて生産された瓦は存在していない。最も多いのが、「利右衛門」次に「二郎左衛門」で、この

内「利右衛門」銘は博多68次調査においても出土している。溜桝SX02からは「利右衛門」「九

郎左衛門」「二郎左衛門」「松右衛門」銘の瓦が出土しており、同時期に存在した瓦職人と考えら

れる。「勘蔵」は黒田家の「お連れ衆」である瓦師．山崎権右衛門の二男の市左衛門の4代目に

二男勘蔵とある。「国力平」は同じく、「お連れ衆」の正木伝兵衛の7代目に喜平とある。SX02

からは伊万里、唐津系の陶磁器が多量に出土しており、遺構時期は18世紀前半代にあてることが

できる。叉、炉跡SX64は李朝、又は唐津陶器により、17世紀前半代の年代を与えることが可能

である。その他、印版には10・18があり、17は記号と考えられる。

Tab・2　第70次調査出土鉄製品一覧表

挿 図
番 号

遺 物
番 号 出 土遺 構 種 類

計　　 測　　 値 （単 位 cm ）
備　　　 考

長　 さ 幅 厚 さ

79 1 S E 90 鑓 現 存 長 8 ．5 0 ・4 0 ・6 －0 ．3

79 2 S E 90 錠 現 存 長 7 ．4 0 ．7 0 ．8 ～0 ．2

79 3 SE 9 0井 側 内 鍵 現 存 長 8 ．8 0 ・3 0 ．4

79 4 SE 1 65 井 側 内 鍵 現 存 長 6 ．4 1－．0 1．0 －0 ．7 木 質 残 る

7 9 5 S E 90 鑓 現 存 長 7 ．0 0 ・3 0 ．8 両 端開 いて いる

7 9 6 S E 90 鎧 現 存 長 5 ．5 0 ．7 0 ．6 木 質 残 る

79 7－ S E 90 鑓 －現 存 長 5 ．6 1 ．2 1 ．3

7 9 8 S E 90 錠 現 存 長 5 ．3 0 ・9 1・0 ～0 ．4 木 質 残 る

7 9 9 S X 20 錠 現 存 長 4 ．5 0 ．3 0 ・8 ～0 ．4

7 9 10 表土 鍵 現 存 長 8 ・2 0 ．5 0 ．6 ～0 ．5

7 9 11 S X 6 5 錠 現 存 長 5 ・8 0 ．7 0 ．6

7 9 12 S K 63 釘 現 存 長 13 ・2 0 ・6 ～ 0 ．4 0 ・6 木 質 残 る

7 9－ 13 SK 18 1 釘 現 存 長 12 ．7 1 ．7 ～ 1 ．1 1・3 ～ 1 ．0

7 9 14 S X 20 釘 現 存 長 5 ・2 1 ．1～ 0 ・5 0 ．4
先 端 が 曲 が っ
て いる

7 9 15 SX 20 釘 現 存 長 5 ．2 0 ．9 ～ 0 ・6 0 ．2
先 端 が 曲 が っ

て いる

79 16 SX 20 釘 現 存 長 5 ．0 b ．6 木 質 残 る

79 17 S X O2 釘 現 存 長 5 ．6 0 ・6 0 ．7

79 18 SX 20 釘 現 存 長 4 ・7 0 ．4 0 ．5

79 19 SX 20 釘 ． 現 存 長 2 ・7 ． 0 ．－3 ． 0 ．3 木 質 残 る

79 20 SX 24 釘 現 存 長 3 ・8 0 ．5 0 ．6 曲が って い る

79 21 SX 24 釘 現 存 長 4 ．0 0 ．6 ～ 0 ・3 0 ・7 曲が って い る

79 22 SX 39 釘 現 存 長 6 ・9 0 ．7 ～ 0 ．3 0 ．8 曲が って い る

79 23 SX 65 釘 現 存 長 4 ．2 0 ．6

79 24 SX 65 釘 現 存 長 3 ．1 0 ．8 0 ．3

挿 図
番 号

遺 物
番 号 出土 遺 構 種 類

計　 瑚　 値 （単 位 cm ）
備　　　 考

長　 さ 幅 厚 さ

7 9 2 5 SX 65 釘 現 存 長 3 ．1 0 ．4 曲 が っ て い る

7 9 2 6 SK 63 釘 現 存 長 7 ．．9 1 ．1 0 ．6 木 質残 る

－7 9 2 7 SK 63 釘 現 存 長 8 ．1 0 ．7 ～0 ．5 0 ．5

7 9 2 8 SX 64 釘 現 存 長 9 ．5 1 ．0 ～0 ．5 1 ．2～ 0 ・6

7 9 2 9 SX 65 釘 現 存 長 8 ．7 0 ．8 －0 ・4 0 ．8 ～ 0 ．5 曲 が っ て い る

7 9 3 0 SX 24 釘 現 存 長 3 ．0 0 ．4 0 ．6 先 端 部欠 損

7 9 3 1 SX 24 釘 現 存 長 3 ．5 0 ・4 0 ．6 ． 先 端 部欠 損

7 9 3 2 SX 65 釘 現 存 長 5 ．1 0 ．5 －0 ．3 0 ．6 曲 が っ て い る

7 9 3 3 SE 9 0 釘 現 存 長 5 ．6 1 ．4

7 9 3 4 SD 08 釘 現 存 長 5 ．2 0 ．5 曲 が っ て い る

7 9 3 5 調 査 区 北 壁 釘 現 存 長 7 ．－9 0 ・．5 0 ．4 頭 部 欠損

′　7 9 3 6 P it 不 明 現 存 長 6 ・4 2 ．1 0 ．6

7 9 3 7 S E 15 5井 側 内 不 明 2 ．7 1 ・7 0 ・4

7 9 3 8 SE 1 55 c 不 明 現 存 長 2 ．3 1 ．8 0 ・4 曲 が っ て い る

7 9 3 9 SD OZ 輪 現 存 長 5 ．2 径 3 ．6 1 ．－0

7 9 4 0 SX 14 聖 現 存 長 11 ．9 2 ．7 －1 ．3 2 ．2

7 9 4 1 SK 148 釘 現 存 長 14 ・9 0 ．6 0 ．9～ 0 ．6 屈 曲 す る

7 9 4 2 SE 2 06 釘 現 存 長 1．4 ．0 0 ．6 1 ．0

7 9 4 3 SK 168 釘 現 存 長 12 ・3 0 ．5 －0 ．2 0 ．5～ 0 ．3

7 9 4 4 SE 155 不 明 3 ．1 3 ．1 0 ．3 四 角 の板 状

7 9 4 5 SX O2 不 明 現 存 長 5 ．0 3 ．3 3 ．3

7 9 4 6 2面 下 包 含 層 不 碗 現 存 長 4 ．0 0 ．6 0 ．5～ 0 ・3

7 9 4 7 不 明 不 明 現 存 長 14 ．6 5 ・0 0 ・4 ～ 0 ．3

8 0 4 8 SX O2 刀 子 現 存 長 5 ．7 2 ．5 0 ．5 木 質残 る

8 0 4 9 SK 183 刀 子 現 存 長 6 ．3 1．．－7 0 ．3

8 0 5 0 SX 14 5 刀 子 現 存 長 15 ・2 1 －7 1 ．1～ 0 ．8
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1・「一郎左衛門」　　2．「利右衛門」　3．「九郎左衛門」　4．「利右衛門」 5．「二郎左衛門」　6．「松右衛門」

7．「利右衛門」　　8．「一郎左衛門」　9．「口左衛門カ」 10・「固平カ」11・「二郎左衛門カ」12．「利右□□」

野瓢謬　喝澱

配開脂表　現
13．「利右衛門」

L SXOl

（平瓦）
7・SXO2

（平瓦）
13．SX211

（平瓦）

14．「勘蔵」　15・「二郎左衛門」16・「一郎左衛門」17．記号カ　　　18．印版

2・SXO2　　　　3．SXO2　　　　4．SXO2　　　　5．SXO2

（平瓦）　　　（平瓦）　　　（平瓦）　　　（平瓦）
8．SKO4　　　　9．SK22　　　10．SX64　　　11．SK71

（丸瓦）　　　（丸瓦）　　　（丸瓦）　　　（丸瓦）
14．SOO2　　　15・表土　　　　16．S29　　　　17．SDO3

（平瓦）　　　（平瓦）　　　（平瓦）　　　（平瓦）

Fig．78　各遺構出土文字瓦拓影　（縮尺1／1）
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Tab．3　第70次調査ガラス製品．青銅製品一覧表

挿図番号 遺物番号 出 土 遺 構 種　 類 計 測 値 （単位cm） 備　　　　 考

80 5 1 第一面下包含層 算 現存長7．1 －最大幅1 ．3、厚 さ0 ．2

8 0 5 2 SX 02 煙管 雁首 現存長6．75 吸 口部

8 0 53 S P O8 煙管 雁首 1 現存長6．5、羅宇接合部径0．9

8 0 54 SK 2 3 煙 管雁首 現存長5 ．85、羅字接合部径0．9

80 55 S X O 2 煙管雁首
現存長3 ．0、火皿外径1．5、内径1 ．2、

深 さ1．．2
火皿部

80 56 S K 13 煙管吸 口 現存長3．9、羅字接合部径0 ．9

80 57 SE O 2 煙管吸 ロ　ー現存長5．6、羅字接合部径1・0

80 58 遺構面 煙管吸 口 現存長7・0、．羅字接合部径1．0

80 59 S X O2 釘 現存長5．4

8 0 6 0 SX 14 支脚状 品 現存長4・5
中空で あるが穴 は砂 で塞が

っている ．

80 6 1 SX 65 刀子 現存長9．9cm、身幅最大1．2cm
S X 24－1と接合 、柄 は欠損

木製鞴の上 に青銅板 を巻 く

80 6 2 S E O2 錠 長 さ5．・8、幅2 ．8

8 0 63 S K 28 仏具 径3．8、高さ1 ・3

80 64 S K 2 3 飾金具 現有長2 ・9、／現存幅1．9

80 65 S E 90 飾金具 長 さ4 ．7、幅1 ．6

80 66 S X 6 4 鈴 径2．45、高 さ3・0

80 67 SE 9 0 不明 径1・0、幅0・8

二二二三― ∈＝‡二王

惑

49

書禦輿5，
○

ll

電≡≡≡：二二］00工芸≡＝雷0
工　　　1－　　　5つ　　　　　1

－一i＝．／64

0　　　2cm

ヒ‐一丁一二∃（1／2）

1　　　　　　　　1

Fig■80　青銅製品・鉄製品実測図（縮尺1／2．1／3）

－111－



（17）鉄製品．青銅製品・ガラス製品（Fig．79．80）

各遺構から、鉄製品・青銅製品が出土しており、これらの出土地点や製品の大きさについては

一覧表にまとめているので、詳細は表を参考にされたい。但し、全てを実測できなかったので、

ここでは代表的な遺物だけに限定して掲載している。遺物の内訳は、1－11が鉄製の錠で、いず

れも小型品であるが、特に4は幅が狭い。12－35までが鉄製の釘で、いずれも頭を折り曲げてい

る。SK63．181出土の12・13は、長さ8・1cmを測る。これらが出土した土壙は江戸時代ではある

が、12は釘の先端まで、横方向の木質が残っており、厚い板材の利用に用いられたものである。

36～37は頭部を環状に曲げたもので、用途は不明。36の両先端は尖っており、材に打込んで、環

状部を利用したものであろう。42～43はヤス状の棒状鉄器、44．45・47は幅広の鉄板で、用途不

明。49・50は鉄製の刀子・小刀で、49は小刀の茎子であろう。50は現存長15・2cmを測る。61は青

銅製の刀子で、刀身部は鞴に入っている。鞴は木製の鞴の上から銅板を巻いて仕上げている。52

～58は煙管、60は不明、62は青銅製の錠、63は仏具か、64・65は飾り金具、66は青銅製鈴、68－

70はガラス玉である。68は2次火のため溶着している。68はダークブルー、69はライトブルー70

はライトグリーンで、68は径1・35cm、69は径0．6cmを測る。
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Fig．81第70次調査出土の貨幣①（縮尺1／1）
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Tab．4　第　70　次　調　査　出　土　貨　幣　一　覧　表

挿図番号 遺物番号 出土地点 銭 貨 名
外　　 径 （cm）

土縁厚 （皿） 初　 鋳　 年 時　 代 備　　 考
水　 平 垂　 直

84 1 遺構面 開元通賓 2．3 1 2．32 0．09 62 1（武徳4年） 唐

84 2 遺構面 開元通賓 2．2 2 2．21 0．09 62 1（武徳4年） 唐

84 3 SK 9 1 長年大賓 1．9 3 1・94 0．14 8 48 平安 仁明

84 4 SX 24 天繕通賓 2・4 5 2．4 3 0・1 1 10 17 ／宋

8 4 5 S E 2 17 天聖元賓 2．4 0 2．50 0．08 102 3 （天聖元年） 北宋

8 4 6 S P 13 輿丁元賓 2．34 2．・36 0・16 106 8 （照寧元年） 北宋

8 4 7 S K 114 政和通賓 2ー4 5 2．4 5 0．1 1 11 11 （政和元年） 北宋

8 4 8 S K 2 3 永楽通貨 2．4 1 2．38 0 ．1 1 140 8 （永欒□□） 明 悪銭 カ

8 4 9 S X 0 2 寛永通賓 2．4 0 計測不可 0 ．10 163 6 （寛永13年） 江戸

8 4 10 S K 2 1 寛永通賓 2．32 2・34 0 ．12 163 6 （寛永13年） 江戸

8 4 1 1 S K 2 6 寛永通賓 2・45 2．45 0 ．14 16 36 （寛永13年） 江戸

8 4 1 2 S K 3 2 －寛永通賓 2・54 2・54 0 ．14 16 36 （寛永13年） 江戸

8 4 1 3 S E 5 2 寛永通賓 2．41 2．38 0 ．1 6 16 36 （寛永13年） 江戸

8 4 14 S E 5 2 寛永通賓 2．39 2．40 0 ．1 6 16 36 （寛永13年） 江戸

8 4 1 5 S E 5 2 寛永通貨 2．39 2．42 0 ．14 16 36 （寛永13年） 江戸

84 16 S X 6 5 寛永通賓 2．．39 2 ．4 1 0 ・14 16 36 （寛永13年） 江戸

84 17 S K 9 6 寛永通賓 2．39 2 ．40 0 ．11 16 36 （寛永13年） 江戸

84 18 SK 20 8 寛永通賓 2．37 2 ．39 0 ・13 16 36 （寛永13年） 江戸

84 19 S X O l 寛永通賓 2．46 2 ．46 0 ．14 16 36 （寛永13年） 江戸

84 2 0 S X 0 2 寛永通賓 2・19 2 ．19 0 ・15 16 36 （寛永13年） 江戸

84 2 1 S X 0 2 寛永通賓 計測不可 計測不可 0 ．12 16 36 （麗永13年） 江戸

84 2 2 S X O 2 寛永通賓 計測不可 計測不可 0 ．12 16 36 （寛永13年） 江戸

84 2 3 S X O2 寛永通賓 2．36 2 ．37 0 ．14 16 36 （寛永13年） 江戸

85 2 4 S革02 寛永通賓 2・55 2 ．5 1 0 ．14 16 36 （寛永13年） 江戸 裏に「文」の文字

85 25 S X 13 寛永 通賓 2・35 2 ．3 6 0 ．14 ．16 36 （寛永13年） 江戸

85 26 S X 13 寛永 通賓 2・44 2 ．4 1 0 ．10 16 36 （寛永13年） 江戸

85 27 S X 13 寛永通賓 2 ・4 1 2 ・4 2 0．12 16 36 （寛永13年） 江戸

85 28 表土 寛永通賓 2 ．30 2．3 1 0．11 1 636 （寛永13年） 江戸

85 29 表土 寛永通賓 2 ．3 2 2・3 3 0．13 1 636 （寛永13年） 江戸

85 30 包含層 □符通賓 2 ．4 0 計測不可 0．09 不 明 不 明

85 31 －　SK 47 不明 2 ．3 6 2．3 6 0．07 不 明 不 明

Fig．82　第70次調査出土の貨幣②（縮尺1／1）
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315（SE）

6（遺構面）

175（SE）

第70次調査出土墨書土器

l．．．115l．

374（SK）

※数字は実測図の番号に一致する



44（SK）

383（SK） 384（SK）

12（SX）

19（SD）

59（SK） 194（SE）

第70次調査出土瓦類

－116　－

13（SK）

※数字は実測図の番号に一致する



（SE）
48　　47　　49　　51　50

第70次調査出土瓦．土製品　　　※数字は実測図の番号に一致する
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57（遺構面）

20（SD）

，∴－∴・

第70次調査出土　その他の遺物
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※数字は実測図の番号に一致する



＜付　編＞

福岡市内出土の五輪塔と板碑

日本民俗学会々員　吉　田　扶希子

板碑・五輪塔は何のために建立されたのかo墓標か、供養塔か、それ以外か。その建立目的は

時代背景と出土状況から検証されなければならない。九州において立石が始まったのは13C後半

であり、14C以降“石塔”が標識として現れる。それは註1佐賀県霊仙寺跡で立証されている。

そして供養塔から墓標化していくのは鎌倉期から室町期にかけての時代である。福岡市内の場合、

北九州地域における註2白岩西遺跡や註3力丸遺跡のように中世墓地群の一墓から出土したもので

ない。その上、出土地点に造立されていたとは考えにくいものが多い。

1．五輪塔について

空輸　空輸と風輪は一体化して造るのが普通である。時代を追うごとに空輸の頂部は尖り、風輪

も鋭角な感じを増す。法量もタイプ別に分かれる。築港線第1次調査の場合、Tab・1No・1・

2は全長（柄の部分は除く）28・5cm、幅（空輸部・風輪部共に）23．5cmを測り、大型である。一

方、同一の遺構の出土にもかかわらず、No・3・4は全長22．0cm、16．0cmと小型になる。形状的

にも前者は、風輪基部を垂平に削り取り、シャープ観がある。白岩西遺跡でいうⅢ－1類である。

後者は、風輪部にも丸みを残し、くびれ部にもしまりがない。N0．4は、空輸と風輪の段が顕著

ではなく、浅い溝も設けているにすぎない。51号土壙を囲む礫中から出土しており、墓であった

かもしれない。14C後半～15Cと考えられる。

火輸　五輪塔の年代を比定する際、火輪の軒の反り具合をみることが最も一般的である。江戸時

代に入ると軒の反りは強くなってくる。築港線第2次調査の場合（No・15）、高さ11．5cm、軒の幅

26．4cmを測る。軒は頂部より琴曲を描いて反り上がる。一方、築港線第1次調査（No・5・6）は直

線的に軒が延びる。いずれも軒先で急に反り上がるものではない。白岩西遺跡のⅣ類である。

No．15も配石遺構からの出土であり、転石とされるが配石に関連があるだろう。14C前半である。

水輪　火輪と同様に高さ、幅、上下のすぼまり方が異なってくる。築港線第1次調査（No・7～

10）は休部は球形を成す。その上下を平坦に削り取った形である。No・7は高さ42・Ocmと大型で

ある。梵字はない。他は高さ29cm前半を測り、いずれも梵字を刻む。No．8・9は四面にキリー

ク、タラーク、アク、ウーンの金剛界四仏を示す。No．10は四面共、カ（地蔵菩薩）であり、上

の石からのつながりであろう。

水輪は鎌倉時代中期から末に、蔵骨器として使用されている。福岡市内の出土品にはみられな

いが、白岩西遺跡では、13C中頃～14C初頭の陶製五輪塔が出土しており、容器として使用した

可能性は大いに考えられる。報告者によれば、「火葬場にて焼いた骨を水輪部に納骨して、埋葬

地に運び、他の容器に移した後、墓上に建立」とある。

－119－



1～3　築港線第1次（No．1・3．4）
4　白岩西遺跡
5　築港線第2次（No．15）
6　有田遺跡分布調査（No．20）

7．8　博多遺跡第76次（No．17・18）
9　大宰府第67次

No・は表中の番号と一致

20cm
L一一一一一一一一一一一一一一一一一　」．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．　　　　　　　1

Fig．83　五輪塔実測図（縮尺1／6）
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10．力丸遺跡1l．築港線第3次（No．1）12q有田遺跡第19次（No．14）　』　－．．．．．－．．．．　2Qcm

13．有田遺跡第64次（No．24）14．有田遺跡第24次（No．12）15．博多遺跡第68次（No．5）

16．大宰府第107次　　　　　　No．は表中の番号と一致

Fig．84　板碑実測図（縮尺1／6）
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地輪　後世、地輪には、正面に法号（戒名）、左右側面に年月日を刻むため、一般的に全長が長

くなる。福岡市内の出土は数が少なく、形状も高さ11～17cm、巾26～27・3cmの長方形であり比較

はできない。中型に属し、14C後半に属すると思われる。県下では註4大宰府第67次調査では地

輪が異様に長い一石五輪塔が出土している。

一石五輪塔　その名のとおり、ホゾ穴によって組み合わせる組合せ式五輪塔ではなく、一つの石

で五輪塔を削りだしているものである。五輪塔が全体的に小型化していくうちに生まれたもので

ある。江戸時代にはいるとその数は増大する。福岡市内には鎌倉時代後期の建立と考えられる一

石五輪塔が現存する。地蔵桧原一石五輪塔で、福岡市東区箱崎町地蔵桧原米一丸祀堂にある。梵

字も銘もないが、地輪に如来坐像を半肉彫りにしている。博多遺跡群第70次調査（No・19）は比

較的遺存状態が良く、空輸から水輪まで現存する。現存長は30．2cmを測る。空輸部に稜をもち、

火輪部の軒はあまり反らない。博多遺跡群第76次調査のNo．17は同サイズである。しかし、空輸

と風輪の境は一条の溝によるのみで、不明瞭である。風輪も直接的で、火輪の軒の造りも小さく、

高さも低い。水輪は方形状である。時代的に新しく江戸時代前期のものである。建物の基礎遺構

からの検出である。博多遺跡群第60次調査NO・16も同タイプである。No・18になると一層小型化

が進み、現存長27．2cm（空輸から水輪まで）と小さい。空輸と風輪は段をもち明確に分かれる。

全体的に厚みがなく、空輸部は縦に長い。火輪部は背が高く、軒は直線的に延びる。徐々に五つ

の石の境も明確さを欠いていく。また墓標化した地輪には前述したように大切な戒名などを刻む

ため、全体．に基礎部分の占める割合が増している。そして最後には五輪塔はその形を失い、板状

の墓標にとって変わられるのである。17C後半にはその傾向がみられる。

2．板碑について

板碑の誕生には、註5五輪塔の各部を簡略化したという説と、卒塔婆から生まれたという説の

二説がある。五来垂氏によれば、卒塔婆のあの独特の形は仏教からではなく、民間に根づいてい

た古来の葬送儀礼により誕生したとされる。いずれにせよ、供養塔として建立され始めた板碑は、

15C以降、墓標としての使用が顕著になる。北九州市の力丸遺跡はその典型である。完全な形で

出土している。福岡市内ではこのような例はみられない。ただ、配石遺構、土壙からの出土の場

合、力丸遺跡のような状況だったのかと想定することができる。福岡市内では、溝の敷石や砥石

になったりで、原位置を留めていない。民俗例においても、井戸の積石、地蔵仏に転用と多々み

られる。

板碑　一石五輪塔同様、時代と共に小型化が進んでいく。築港第3次調査（Tab・2）のように、

幅17・2cmを測る。これは全形を遺存している。頭部山形で、横に薬研彫りを2条施す。額部との

境には段を有し、碑身にはバン（金剛界大日如来）を刻む。配石遺構からの出土である。博多遺

跡群第68次調査も同様であり、鎌倉時代末から戦国時代の形である。これに対して15C中頃にな

ると、有田遺跡群にみられるように、小型化が進む。有田遺跡群第36次調査出土のNo．18・19も
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同様である。砂岩製がほとんどである。青石塔婆といわれる縁泥片岩製の“典型的板碑”に対し

て“類型板碑”といわれるものである。武蔵国のように緑泥片岩がないため、形状だけ模倣した

厚みのある砂岩製の塔婆が広がったのである。この後、供養塔であった板碑は一方で墓標化、も

う一方では庚申塔へつながる庚申待板碑へとその姿を変えていく。近世になり、木製塔婆にその

主たる地位を奪われ、板碑は本来の姿を変え、やがて消滅していくのである。

3■　ま　と　め

中世に盛行した板碑、五輪塔は、当時の日本人の死に対する考え、信仰に基づいて建立されて

いる。仏教の思想が既に浸透していた日本人は、死者の骨に対して尊厳をもち、特別な霊的存在

を抱くようになり、死後の“浄化”を望む。火葬は骨の浄化をより早く進める手段である。“供

養”の考えが生まれ、塔を造立することにより、魂の浄化を図るのである。供養というのは死者

に対する追善供養であり、逆修であった。逆修とは生きているうちに供養をして、仏の救済を受

けようとするもので、この教えは広く浸透していた。註6福岡城三の丸出土の板碑には「逆修善

根」と刻まれたのも一例である。“本世”に対する考え方の現われである。

13Cに立石が、14Cは石塔類が供養塔として登場する。一部の地域では陶製五輪塔も用いられ、

蔵骨器としての役目をする。14Cには五輪塔の形は確立し、宗旨によってその形を変化させてい

った。14C後半には既に五つの石の境がなくなり始め、小型化が進み一石五輪塔が現われる。以

後墓標として全国的に広まるが、17C後半には板碑も供養塔として関東を中心に現われるが、15

Cには墓標となり形状を模倣した類型板碑として九州でみられるようになる。

双方の福岡市内の出土状況を考えると、配石遺構と溝が多い。配石遺構はいずれもその場には

造立されていないと報告される。しかし、その遺構に付随することは間違いないだろう。溝は敷

石状で、その一つに再利用されている。また有田遺跡の場合、16Cの居館の区画溝からの出土が

2例みられ、境を意識した塞の神的板碑として考えられる。

以上、福岡市内・県下における発掘調査による出土例を探ってきたが、報告書において記述が

ないものが多く、報告書の意図と異なる点もあるかもしれない。ご教示をいただきたい。

註1「霊仙寺跡」　東脊振村文化財調査報告書第4集　東脊振村文化財研究会1980

註2　「白岩西遺跡」　北九州市埋蔵文化財調査報告書第43集　財団法人北九州市埋蔵文化財事業団埋蔵

文化財調査室1985

註3　「力丸遺跡」　北九州市埋蔵文化財調査報告書第26集　北九州市教育委員会1978

註4　「太宰府史跡」昭和55年度発掘調査概報　九州歴史資料館1981

註5　千々和音「板碑源流考」　『日本歴史』284．285号　板碑の源流である二説を論じる。

註6　「福岡市の板碑」　福岡市教育委員会1992
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Tab．1　福岡市内出土五輪塔一覧表
N O ・ 種　 類 遺　 跡　 名 所　 在　 地 出 土 遺 構 長 さ 幅 厚 材　 質 形　 ．状 備　　　　 考 文献

1

2

3

4

空風輪

空風輪

空風輪

空風輪

築港線第 1 次 福岡市博多区上呉服町 1 4 号石姐 2 8 ．5

2 8 ．5

2 2 ．0

16 ．0

23 ．5

23 ．5

1 5 ．5

1 3 ・5 柄 なし

キャ．カ

キャ．カ

1

5

6

火輪

火輪 ．

17

2 6

2 9

2 9

7

8

9

10

水輪

水輪

水輪

水輪．

4 2 ・0

2 9

21 ・5

29 ．0

4 7

3 5

2 9

3 8 ．5

1 1

12

地輪

地輪

築港線第 2次 福岡市博多区上呉服町 1 40 号配石 26 ．9

30 ．6

2 7 ．6

3 1 ．8

16 ．2

23 ．1

砂岩

吟岩

2

13 空風輪 26 ．5 砂岩

14 地輪 3 9号配石 27 27 ．5 17 －．＋．．－111．Ll化岡石

1 5 火輪 26 ・4 ． 11 ．5 火輪 ．水輪 アク 16 C 前半

16 一石五輪塔 博多遺 跡群第6 0次 福岡市博多 区綱場町 11 5他 111 号溝 （19 ・5 ）（13 ．2） 14 ．7 火輪 ．水輪 アク 16 C 後半 3

17

18

一石五輪塔

一石五輪塔

博 多遺 跡群第7 6次 福岡市博多区上呉服町56 9他 S X 1 91

S H 121

30 ．2

27 ．2

砂岩 空輸から水輪 アク

二次的混入 品

4

19 一石五輪塔 博多遺 跡群第 70次 福岡市博 多区冷泉町 33 8 S X 0 2 30 ．2 砂岩 空輸から水輪 5

20 一石五輪塔 有由遺 跡分布調査 福岡市早良区有田 2－22 －3 2 号土塁表採 2 1 ．8 砂岩 火輪 ．水輪 キリーク （阿弥陀如来） 6

Tab．2　福岡市内出土板碑一覧表

N o ． 種　 類 遺　 跡　 名 所　 在　 地 出 土 遺 構 長 さ 幅 厚 材　 質 形　　　 状 備　　　　 考 文献

1 板碑 築港線第 3 次 福岡市博多区上呉服町 1 59号 配石 4 7 ．8 17 ．2 8 ．5 ノⅠン 7

2 板碑 博多遺跡第 2 6次 福岡市博多区上呉服町 34 2 8 ・4 30 ．2 9 ・3 連碑 キリー ク 7

3

4

板碑

板碑

博多遺跡第 60 次 福岡市博多区網場 町1 15 11 1号溝

93 号石積

2 0 ．2

6 ．9

13 ．8

7 ．1

7 ・1

0 ．6 破片

溝 の石材 として利用 16 C 後半

キリー ク－．タラーク 16 C 後半

3

5 板碑 博多遺跡第 6 8次 福 岡市博多区古門戸 町9 8－1 SE 2 0 （17 ．8） 1 5 ．2 6 ．5 砂岩 8

6 板碑 博多遺跡第 7 6次 福 岡市博多区上呉服 町5 94 SX 19 4 2 1 ．2 14 ．2 6 ・8 室町後 ～江戸 4

7 板碑 諸岡館址 福 岡市博多区諸岡 1 丁目 S K O3 9 1 7 ．56 1 7 ．2 7 ・9 砂岩 幅 1 cm の 2 条彫 り 碑 身折面 を績面利用 9

8 板碑 S K 0 18 －A 29 ．7 1 5 ．7 8 ・5 砂岩 板碑基部

中央 の一部 を砥面利用9 板碑 S K O 18 －B 17 ．5 1 6 ．2 7 ．1 砂岩 板碑基部

10 自然石板碑 西専寺墓地一角． 63 ．2 4 1 ．2 8 ．0 キ．リーク ．サ ク ・サ （左右逆）

1 1 板碑 有 田遺 跡第 24次 福岡市早 良区有田 2－10 ー7 濠状遺構内上層 （13 ．7 ） 16 ．2 7 ．7 中粒砂岩 下部のみ カも しくはカー ンか 10

1 2 （11 ．8 ） 14 ．2 6 ・2 中粒砂岩 頭部 の み 径 7 m m の

円形穴並 列

他に破片 3点

13 板碑 有田遺 跡第 28 次 福岡市早良区有田 2．－22 13 敷石状遺構 17 ・6 ／14 ．6 10 ．5 中粒砂岩 頭部が長い 梵字字体不明 ． 11

14

15

板碑 有田遺 跡第 19 次 ． 福岡市早良区有田ト 24 －4 2 号溝 （居館又

は屋敷 に伴 う湊

（15 ．6 ）

（5 ・2）

15 ．7

（4 ．7）

7 ．6

（3 ．4）

砂岩

砂岩

板碑残片

碑伝か ？ 12

16

17

状遺構） （1 5 ．3 ）

（1 2 ．7 ）

（14 ．5）

（13 ．4）

（5 ．7）

（5 ．5） 碑身 キリーク

18 板碑 有田遺跡第 36 次 福岡市早良区小 田部 5 114 3 1 号甕棺 （1 5 ―0 ） 16 ・5 8 ．6 砂岩 小型板碑 後世の混入。力丸遺跡 と類似 1 2

19 － P3 1 （14 ．7）（10 ．2） 6 ．5 砂岩 小型板碑 礎石 として利 用

20 板碑 有田遺跡第 42 次 福岡市早良区有田2－8 5 1 号溝 14 ．0 13 ．8 7 ．6 中粒砂岩 キリー ク 16 C 代

21 板碑 有田遺跡第 44 次 福岡市早良区有田2－1 4－9 井戸 14 ．2 13 ．6 6 ．8 砂岩 頭部のみ 1 3

22 板碑 有田遺跡第 8 6次 福 岡市早良区小田部 5ー14 3 4 号溝 （屋敷の

区画溝）

1 4 ．8 （8 ・4 ） 6 －5 砂岩 碑伝か ？ 16 0 前．～中 6

23 板碑 有田遺跡第 8 3次 福 岡市早良区有田 1－127 －3 1 号．溝 10 ．5 14 ・3 8 ・6 砂岩 山形　 薬研彫 り 2 条 16 C 後 14

24 板碑 有田遺跡第 6 4次 福 岡市早良区小田部 5－151 1 号溝 （18 ・2） 15 ．4 8 ．4 砂岩 破片 15

25 板碑 有田遺跡第 1 13次 福 岡市早良区有田 1－28 －9 SD 02 （10 ．2） （5．4） 7．2 花 崗岩系 16 C 後 16 －

26 板碑 有田遺跡 第1 21 次 福岡市早良区小田部5－15412 S D O2 27 ．8． 1 6 ．3 11 ．2 砂岩 碑面のみ　 小型板碑 15 C 17 ．

27 板碑 有 田遺 跡下水道 績 同市早 良区有田 K lOS K 0 4 21 ・0 14 ．2 8 ．0 砂岩 キリーク 18

28

29 ．

板碑 有 田遺 跡第 6次 福岡市早 良区有田ト 20 －3 4 号土壌

4 号土壌

（14 ．0）

（19 ・8 ）

15 ．0

17 ．7

6 ．4 砂岩

砂 岩

19
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文献1「都市計画道路博多駅築港線関係埋蔵文化財調査報告（Ⅰ）博多」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第183集

文献　2　「都市計画道路博多駅築港線関係埋蔵文化財調査報告（Ⅰ）博多」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第184集

文献　3　「博多30」　　　　　　　　　　福岡市埋蔵文化財調査報告書第285集

文献　4　「博多40」　　　　　　　　　　福岡市埋蔵文化財調査報告書第332集

文献　5　「博多41」　　　　　　　　　　福岡市埋蔵文化財調査報告書第370集

文献　6　「有田・小田部第6集」　　　　福岡市埋蔵文化財調査報告書第113集

文献　7　「都市計画道路博多駅築港線関係埋蔵文化財調査報告（Ⅲ）博多」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第204集

文献　8　「博多32」

文献　9　「諸岡遺跡」

文献10　「有田．小田部　第1集」

文献11「有田・小田部　第2集」

文献12　「有田・小田部　第4集」

文献13　「有田・小田部　第5集」

文献14　「有田・小田部　第7集」

文献15　「有田．小田部　第8集」

文献16　「有田・小田部　第11集」

文献17　「有田．小田部　第12集」

文献18　「有田．小田部　第14集」

文献19　「有田・小田部　第19集」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第287集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第108集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第58集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第81集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第96集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第110集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第139集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第155集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第234集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第264集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第266集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第377集
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Tab．5　第70次調査遺構一覧表①
遺
構
名

旧遺
構名

遺 構
種 類

形　　　　 態 規　　 模．（cm）
出　　　 土 ．　 遺 一　　物 時代 備　　　 考

平面形 断面形 長 幅． 深

SEOl SE01 井戸 不整円形 円筒形 122
井筒79

116
井績81

309＋α
土師器、瓦書土器（鉢）、国産陶器、染付、．瓦（丸

瓦）、鉄製品（釘）、鉄澤、貨幣、壁
く掘り方〉瓦（平瓦）、鉄製品（釘）

近世 瓦井戸

SE02 SE02 井戸 不整円形 円筒形 148
井筒墾

143
井筒91

72＋α

く掘り方〉土師器、須恵器、瓦質土器（火舎）、中国
青磁、中国白磁、国産陶器、常滑、鉄製品（釘）、
鉄淳、貨幣、石製品（滑石）
〈井側内〉土師器（皿．坏．甕）、須恵器（甕）、瓦器
（椀）、瓦質土器－中国白磁、染仲、木炭

近世 車井戸

SE03 SEO3 井戸 － 円筒形 井筒61 井筒60 25＋α 近世 瓦井戸

SX01 S01 土壙－ 不整方形 330十α 115 90

土師器（皿．灯明皿 ．坏 ・椀．甕）、土師質土器
（焼塩壷．焙熔）、須恵器、内黒土器、黒色土器、
瓦質土器（火舎）、中国青磁（皿．碗）、中国白磁、
中国陶器、国産陶器（蓋・碗．壷．・瓶・甕）、染付
（皿．碗）、－七輪、土製品（人形？）、瓦（平瓦．丸
瓦．軒平瓦．軒丸瓦．桟瓦 ．鬼瓦）、鉄製品（釘）、
鉄淳、貨幣、自然遺物（骨 ．員）

近世 境界地にある

SXO2 S02 溜桝 不整方形 645＋α 240＋α 191

土師器（皿 ・灯明皿．坏）、土師質土器（焙烙）、須
恵器（坏）、内黒土器、瓦器（椀）、瓦質土器（鉢、
甕．火舎）、中国青磁、中国白磁、中国陶器、国
産青磁、国産白磁（紅皿）、国産陶器、唐津（碗、
摺鉢）、染付（皿．碗．瓶．甕・乗燭）、七輪、瓦
（平瓦．丸瓦・軒平瓦．軒丸瓦．瓦噂）、鉄製品（釘）、
青銅製品（煙管）、鉄澤、貨幣、石製品（硯．石
臼．五輪塔）、炉壁、自然遺物（骨・貝）、木炭
〈掘り方〉国産陶磁器、．七輪、瓦（丸瓦．軒丸瓦）
〈下層〉土師器（皿．甕）、土師質土器（焼塩壷 ・悟
烙）、須恵器、黒色土器、瓦器（椀）、瓦質土器
（鉢）－、中国陶磁器、国産青磁、国産陶器、染付、

七輪、瓦（平瓦．丸瓦．軒丸瓦．桟瓦．瓦噂）、木
炭、炉壁、自然遺物（貝）
く石垣内側〉土師器、須恵器、瓦質土器、磁器、染
仲、七輪、瓦（丸瓦．平瓦）、炉壁

近世
S03と同一
石垣積み

S03 － － － － － － SX02と同一
SKO4 S04 土壌 不整円形 逆梯形 98＋α 102 55

土師器、須恵器、瓦質土器（捏鉢）、白磁（皿）、国
産陶器（瓶）、唐津（摺鉢）、現川？、染仲（皿．
碗．猪口．鉢）、七輪、－瓦（平瓦・丸瓦）、自然遺
物（員）

近世

SX05 S0芋 土塀草 隅丸長方
形 逆梯形 147 54 40

瓦質土器（火舎）、中国陶器、国産陶器、染付、七
輪、土製品（人形）、瓦（平瓦．丸瓦・軒平瓦．桟
瓦）、鉄製品（釘）、鉄淳、木炭

近世

S06 SX64と同一

SK07 SO7 土壙 －

須恵器、瓦質土器（火鉢）、／中国陶器、青磁、白磁
（碗）、．国産陶器（摺鉢）、染付（小坏．碗）、琴澤、
炉壁、木炭

近世 SX64に切－られる

－　S08 SK62と同一

SK09 SO9 土壌 不整円形 逆梯形 91 85 66 須恵器、中国陶器、青磁、白磁、瓦 中世 SK16に切られる

SK 10 SlO 土壙 不整隅丸
長考形 逆梯形 130＋α－ 122 5？

土師器、土師質土器（焼塩壷）、須恵器（蓋）、内黒
土器、瓦質土器、中国陶器、青磁、白磁、瓦、鉄滓

料世 境界地にある

SX ll Sll 炉 不整隅丸
長方形 逆梯形 325十？ 221 86

土師器（坏．椀．器台）、土師質土器（鉢．火舎）、
内黒土器（椀）、瓦器（椀）、瓦質土器、中国青磁、
中国白磁（碗）、中国陶器、国産陶器（碗）、績製品
（釘）、鉄薄

く掘り方〉土師器（皿．坏）、土師質土器（摺鉢）、．須
恵器、朝鮮須恵器、内黒土器、瓦器、中国陶器、
青磁（碗）、白磁（碗）、国産陶器、染付、土管、耳
（丸瓦・－平瓦）
〈炉内〉土師器（皿）、土師質土器（鉢）、須恵器、朝
鮮須恵器、瓦質土器（摺鉢）、中国青磁、中国陶績、
白磁、国産陶器（摺鉢）、染付、土管、瓦（丸瓦．
平瓦．軒丸瓦・．桟瓦）、自然遺物（貝）

近世 鍛冶炉

SK12 S12 土績 不整円形 逆梯畢 165 150十α 98

土師器（皿・坏）、土師質土器（焙熔）、須恵器、中

国青磁、中国白磁（碗）、中国陶器（鉢．甕）、染仲、
七績、瓦（平瓦・軒平瓦）、鉄澤、自然遺物（貝）、
木琴．

近世

SK13 S13 土壌 不整円形 逆梯形 90 100． 44

土師器（皿．灯明皿．坏．甑の把手）、土師質土器
（摺鉢．．焙熔）、須恵器、内黒土器（椀）、．瓦質土器
（摺鉢・火舎）、中国陶器、白磁（皿・坏・碗）、国
産陶器（蓋．．碗．甕．摺鉢）、天日、唐津、現川、染付
（碗．瓶）、七輪、瓦（平瓦．丸瓦．軒丸瓦．桟瓦．瓦
埼）、鉄製品（釘）、青銅製品（煙管）、貨幣、炉壁

近世
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Tab．5　第70次調査遺構一覧表②
遺一
棟／
名

旧遺
構名

遺．構
種類

形　　　　 態　－ 規　　 模 （cm）
出　　　 土　　　 遺　　　 物1 時代 備　　　 考

平面形 断面形 長 幅 深

SK14 S14 土壙 逆梯形

土師器（皿 ．坏・郭 、土師質土器（焙烙）－須恵器
品 駄 鵠 諸 讐曾壷謂 翫 昂 等

盤．摺．鉢）、京焼、肥前（碗）、現川（碗）、染付－
（坏・碗主七輪、瓦（平瓦．丸瓦．・軒丸瓦）、鉄製
品（釘）、青鋼製品、鉄澤

近世 消滅

SK15 S15 土壌
．不整長方
形

逆梯形 306＋α 188＋α 32

土師器（叩・坏．甕・甑）、土師質土器、須恵器
（坏．甕）、黒色土器、瓦質土器、中国陶器、青磁
（香炉）、白磁（碗）、国産陶器、唐津、染仲、七輪、
瓦（平瓦一丸瓦L 貨幣、石製品（滑石製鍋）

近世 境界地にあ．革．

SK16 S16 土壙 不整隅丸
長方形

逆梯形 195 65十α 39
－土師釉（皿．坏）、須恵器－（蓋）、瓦質土器（甕）、中

国陶磁器、国産陶器、鉄製品（釘）
境界地にある

SK 17 S17 土壌 不整隅丸
方形 逆梯形 163 79－1α． 38

土師器（皿．坏．甕．摺鉢）、土師質土器（焙熔）、
須恵暴く蓋）、瓦質土器、中国固器、．青磁6皿．碗）、
’白磁（皿．碗）－国産陶器、染仲、瓦（丸瓦）、．鉄淳、
木炭

境界地にある

SK 18 S18 土壌 －

土師器（皿）、土師質土器、須恵器、瓦質土臥 中国青
磁（碗）、ヰ国陶器（盤）、青磁（瓶）．、白磁（碗）、国産陶
器く甕．．摺鉢）、染付、．瓦（平瓦）、．鉄製品（釘）

平面図実測不可

SKl9 S19 土壌 隅丸長方
形 逆梯形 94 44 31－

土師器（皿．坏）、土師質土器（甕）、須一恵器（蓋．．
坏）、内黒土器－、黒色土器、瓦器（椀）、中国陶器
（甕．盤）、青磁（碗）、日曜（碗）、国－産陶器、瓦
（丸瓦）、．鉄製品（釘）、鉄棒 ．

中世

SX20 S20 土墳墓 隅丸長方
形 逆梯形 176 79 22

土師器（皿．坏）、須恵等、中国青磁、中国白磁、／串国
青白磁、－中国陶器、高麗青磁、鉄製品（釘）、鉄淳 中世 木棺あり／

S－K2l S21 土壌 不整隅丸
方形

逆梯形 255 195… 58

土師器（皿・坏・鉢．甕）、－土師質土器（焼塩壷．
摺鉢．相場）、須恵器、内黒土器、．黒色土器、瓦
質土器（鉢…火舎）、中国青磁撞．．碗）、中国白磁

－（皿．碗）、中国陶器勝 ．盤）－国産白磁、国産陶器、唐津、上野、福岡（摺鉢）、染仲（皿）、瓦（平
瓦．丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄澤、貸幣（寛永通賓）一、

－木炭

近世

SK 22 S22 土壌 不整楕円
形 逆梯形 100 70＋α 18

土師券（皿）、－須恵券、中国陶器、青磁、白磁碗）、

国産陶器、／瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘）
SK73に切られ 1
る

SK 23 S23 土壌
不整隅丸
方形 逆梯形 192 162＋α 20

土師器（皿 ．坏 ．壷）、須恵器、．瓦器、瓦質土器
（鉢）、中国一白磁、中国陶器、国産陶器、伊万里、
瓦（平瓦・丸瓦）、鉄製品（釘上 青銅－製品（煙管）．、
鉄滓、．貨幣（永楽通賓）、石製品（硯）

近世

S．X24 S24 土壙墓 不整隅丸
長方形

逆梯形 212 184、 66、

土師器（皿‐椀）、土師質土器．（鉢）、釉恵器、李朝

須恵器、須恵質土器、黒色土器、瓦器（椀）、瓦質
土器（鉢．火舎）、中国白磁、中国陶器（甕）、緑紬

．陶器、白磁（泥メンコ）、国産陶器、備前？唐津．？
・く皿）、伊万里、．瓦坪瓦）、鉄製品（釘．釣針？・刀子．鍵）、－青銅製品、－鉄揮、貨幣（天繕通賓）、
自然遺物（骨・湊）

中世 SK37に切られ
る

SK 25 S25 土壙 不整円形 逆梯形 116 108 33

土師器（皿・坏）、須恵浮、．瓦器（椀）、瓦質土器
（鉢）、中国青磁、中国白磁、中国陶器、明染仲，
唐津、瓦（平瓦）、鉄製品（釘）、日舞遺物6木の実）

中世 SK57に切られ
る

SK 26 S26 土壌 不整隅丸 逆梯形 207 120 35

－土師器（皿．－坏）、須恵器、瓦質土器（鉢．摺鉢）、一一
中国青磁、－中国白磁、中国陶器、李朝陶器、国産 近世 他の遺構に切ら

長方形 陶器、唐津（皿．甕）、瓦（平瓦．丸瓦）、－鉄製品
（釘）、鉄浮、貨幣6寛永通賓）

れる

SK 27 S27 土壙 不整楕円 逆梯形 110 63 32
土師器（皿．坏）、中国白磁、国産陶磁器、伊万里、近世

他の遺構に切ら
形 瓦（平瓦） れる－

SK 28 S28 土壌 隅丸長方
形 逆梯形 103＋α 84 43

土師器（皿．坏）、須恵器、瓦器、中国白磁、中国
陶器、．国産陶磁器、瓦（平瓦）、鉄製品（釘）、青銅
製品、石製品、炉壁

近世 SK26 に切られ／
る

猫29 S29 土壙 不整隅丸
長方形

逆梯形 138 63 36

弥生土器、土師器（皿・坏．椀）、須恵器、内黒土
器、瓦器（椀）、中国白磁、中国陶器、明染付、鉄
製品（釘）、貨幣、石製品（滑石）

近世 SK28に切られ
る

SK 30 S30 土壌 不整楕円
形 逆梯形 132十α 69十α 53

土師器（皿）、須恵器、瓦券、．中国白磁、緑釉陶器、
国産陶器．、唐津、天日，

．l近世 境界地にある．

SK 31 S31 土壙
不整楕円
形

摺鉢形 105＋α 80 78

土師器（皿・坏・椀．甕）、土師質土器（鉢．招鉢）、
須恵器、瓦質土器（摺鉢）、中国陶磁器、国産陶器、
瓦（丸瓦）、七輪、鉄製品（釘）．

近世 SK 194と－同一

ト 32

S32 土壌 不整楕円
形 逆梯形 93 68 40

土師器（皿．坏．甕）、－土師質土器偏）、須恵乳

東播窯系須恵器、朝鮮須恵器、瓦器、瓦質土器、
中国陶磁器、李朝陶器、国産陶磁器、唐津、福岡、
土製品（人形、泥メンコ）、瓦（平瓦・丸瓦）、鉄製
品（釘），育銅製品、績滓、．貨幣（寛永遠賓）、石製
品（砥石穴　自然遺物（骨，員．湊）

－近世

－127　－



Tab．5　第70次調査遺構一覧表③
遺
構
名

旧 遺

構 名

遺 構

種 類

形　　　　 態 規　 模－（cm）

出　　　 土　　　 遺　　　 物 時代 備　　　 考
平面形 断面形 長 幅 深

SK 33 S33 土壙
不整隅丸

逆梯形 120＋α 70十α 24
土師器（皿 ．坏）、須恵器、中国白磁、中国陶器、

中世
SK 36 に切られ

る方形 鉄製品（釘）、石製品（滑石）

SK 34 S34 土壙
不整隅丸
長方形

逆梯形 217 160 90

土師器（皿 ．坏 ・甕）、須恵器、東播窯系須恵器、－

朝鮮須恵器、瓦器（椀）、瓦質土器（摺鉢 ・火舎）、

中国陶磁器、国産陶器、七輪、瓦（平瓦 ．瓦噂）、
鉄製品（釘）、鉄滓

近世

SK 35 S35 土壙 楕円形 逆梯形 90＋α lP0 29．

土師器（皿 ．坏）、土師質土器、須恵器、瓦質土器
（摺鉢 ．火舎）、中国陶磁器、国産陶器、福岡、瓦

（平瓦）、鉄製品（釘）
近世

SK 34 に切られ

る

SK 36 S36 土壙
不撃楕円

逆梯形 92十α 118 40

土師器（血 ・甕）、内黒土器、瓦器、瓦質土器、中

国陶磁器、李朝三島手、国産陶器（玩具）、唐津、
近世

SK 34 に切られ

る形 福岡（花器）、染付、瓦（平瓦 ．丸瓦）、鉄製品（釘）、

自然遺物（竹）

SK 37－ S37 土壙
不整隅丸

逆梯形 191＋α 204 68
土師器（皿 ．坏）、須恵器、内黒土器、黒色土器、 SK 12 に切られ

る長方形 中国陶器、国産陶磁器、鉄製品（釘）、鉄淳．

S38 SK 133と同一

SX 39 S39 土墳墓
隅丸長方

逆梯形 75十α 83 9
土師器（皿）、須恵器、内黒土器、瓦質土器（鉢）、

中世
SX 14 に切られ

る形 中国陶磁器、鉄製品（釘）

SK 40 －　S40 土壙 楕円形 逆梯形 103 50 22 土師器（皿）、中国白磁、陶器 中世

SK 41 S41 土壌 不整円形 逆梯形 150 140＋α 40
土師器（皿 ．坏）、土師質土器（鍋）、須恵器、瓦質

土器、中国青磁、中国白磁、中国陶器、青鋼製品 中世

SD 42 S42 溝 － 逆梯形 80 204十α 25

土師器（皿 ．坏）、須恵器、須恵質土器、瓦器（椀）、
瓦質土器（鉢）、中国青磁、中国白．磁、中国陶器、

鉄製品（釘）、鉄滓
中世

SX 14 に切られ

る

SK 43 S43 土壌 円形 摺鉢形 134 130 47

弥生土器 （壷）、土師器（皿）、土師質土器（摺鉢 ．
鍋）、須恵器、瓦質土器 （摺鉢）、李朝白磁、中国

陶器、明染仲、白磁、国産陶器、備前、瓦 （平
瓦 ．丸瓦 ．軒平瓦）、鉄製品（釘）、鉄澤、炉壁、
自然遺物（骨 ．貝 ．湊）

中世
「櫛田宮」銘の軒
平瓦

SK44 S44 土壌 不整円形 逆梯形 146 140 56

土師器（皿 ．坏）、須恵器、瓦器 （椀）、瓦質土器

（鉢）、中国青磁、中国白磁、明白磁（皿）、中国陶
器、李朝陶器、．国産陶器、唐津、染付、土製品
（玉）、瓦（平瓦 ．丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄澤、炉壁、

自然遺物（骨 ．鱗 ．員）、木炭

近世

SK45 S45 土壌
長方形ま

たは方形
逆梯形 174 76＋α 18

土師器（皿）、土師質土器（摺鉢）、須恵器、瓦質土器
（湯釜）、中国陶磁器、国産陶器（摺鉢）、国産磁器、唐

津、瓦（平瓦）、土製品（鞴羽口）、青鋼製品、鉄滓
近世

S213と同一
境界地にある

SK46 S46 土壌
不整隅丸
長方形

逆梯形 134 110 －16

－土師器、土師質土器（鍋）、瓦質土器（摺鉢 ．消炭
壷）、中国陶磁器、明染仲、国産陶器、唐津（碗）－

瓦（平瓦）、鉄淳、貨幣

S214 と同一
SK 45 に切られ

る

SK 47 S47 土塊 不整円形 逆梯形 128 84＋α 12
土師器（皿）、土師質土器、須恵器、瓦質土器、中

国陶器、中国磁器、国産陶磁器、瓦（桟瓦）、貨幣
近世 SK 46 ．SK 215

に切られる

S－K48 S48 土壌
不整隅丸
長方形

逆梯形 97十α 57＋α 45

土師器（皿）、土師質土器（鍋）、須恵器、瓦器、李
朝陶器、国産陶器（摺鉢）、染付、瓦（丸瓦）、鉄製

品、自然遺物 （貝）

SX ll に切られ

る

SK 49 S49 土壙
不整隅丸
長方形

逆梯形 237 152 58

土師器（皿）、土師質土器（摺鉢）、須恵器（蓋 ．甕）、

瓦器、瓦質土器、中国陶器、青磁、白磁、国産陶

器、染付（碗）、瓦（平瓦 ・丸瓦 ・軒丸瓦）、青銅製
串、鉄淳、木炭

近世
S212 と同一
SX ll に切られ

る

SK 50 S30 土壌
隅丸長方

逆梯形 142 79＋α 18
土師器（皿 ．甕）、明青磁、中国白磁（碗）、国産陶 SK 51 に切られ

る形 磁器、鉄製品（釘）

SK 51 S51 土壌 楕円形 逆梯形 120 110 48

土師器（皿．坏 ・甑）、土師質土器、須恵器（蓋 ．

甕）、中国陶器、中国青磁（碗）、中国白磁（合子の
蓋）、国産陶器（摺鉢）、唐津（碗 ・甕）、福岡（瓶）、
染付（碗）、瓦（平瓦 ．・丸瓦）、鉄製品（釘）。鉄澤、

木炭、自然遺物（木の実）

近世

SE 52 S52 井戸
不整楕円

形
逆梯形

108＋α

井筒61
125

井筒68
15＋α

土師器（皿 ．鉢 ．甕）、須恵器（坏 ．蓋）、瓦質土器
（鉢）、中国青磁、．．中国白磁 （碗 ．壷）、中国陶器

（鉢）、国産陶器（鉢 ．甕 ・摺鉢）、染付（皿 ．碗）、
瓦器（皿1．椀）、瓦（平瓦 ．丸瓦 ・軒平瓦 ．軒丸瓦）、

貨幣（寛永通賓）、自然遺物（貝）

く掘 り方〉土師器（皿）、須恵器（蓋）、中国青磁、中
国白磁、中国陶器、国産陶器、肥前

く井側〉土師器、瓦質土器（鉢）、白磁、陶器、天日、
瓦（丸瓦）

近世 瓦井戸

SK 53 S53 土壙
不整隅丸

逆梯形 190 192 34

弥生土器（壷 ．甕）、土師器（皿 ．坏）、土師質土器

（焼塩壷）、須恵器（蓋 ．壷 ．甕）、中国青磁、中国
中世

SK 55 と切 りあ

っ長方形 白磁（碗）、中国陶器（鉢）、染付、土製品（鞴羽口）、

鉄製品（釘）
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Tab．5　第70次調査遺構一覧表④
遺
構
名

旧遺
構名

遺構
種類

形　　　　 態 ． 規　 －模 （cm）
出　　　 土　　　 遺　　　 物 時代 偉　 1考平面形 断釉形 長 幅 深

SK54 S54 土壌 円形 逆梯形 180 80 24
土師器（皿．壷）、須恵器（甕）、白磁、国産陶器、
唐津、．天日、染付、・瓦（平瓦）、鉄淳 近世

中にPitを有す
る

SK 55 S55 土壌 不整隅丸
方形 逆梯形 96 74＋α 13 弥生土器、土師器（皿）、須恵器、鉄製品（釘） 中世 SK53と切りあう

SK56 S56 土壌
不整隅丸 逮梯形 88＋α 65十α 5

土師器（皿）、須恵器、朝鮮須恵器、内黒土暴く椀）、 SK23・SK24．－
方形 中国白磁－　中国陶器、木炭 SK37に切られる

SK57 S57 土壌 ー不整楕円
形 逆梯形．65十α 80 7 ／ 土師器．（皿）、中国白磁、中国陶器、鉄製品卸 中世

SX24に切られ
る

SK58 S58 土壌 不整隅丸
長方形

逆梯形 80＋α 53 ／12
土師器（皿），中国青磁（碗）、中国白磁（碗）、鉄製
品（釘） 中世

SK59に切られ
る

SK59 S59 土壙
隅丸長方
形 逆梯形 216 62十α 13

土師器（皿）、須恵器、中国白磁（碗）、中国呵器、
貨幣 中世 SK33．34．60

に切られる．

SK60 S60 土壌 不整楕円
形 1逆梯形 ．90 72 ． 34

土師器6皿－．坏・甕．・竃）、須恵器、瓦器（椀）、中国．
自－磁（碗），中国．陶器、明染仲、鉄製品（釘）・、滑石 中世

SK61 S61 土壙 － － － － －
弥生土器（甕）、土師器（皿．坏）．、須恵器、瓦質．土
器（湯釜主 中国白磁、中国陶器（小碗・鉢）、．染仲 平面図実測不可

SK62 S62 土壌 方形 逆梯形 162 ／157 46 ．

土師器（皿）、－須恵器、瓦質土器（捏鉢）、中国陶臥
中国白磁（碗）－、国産陶器（碗．．甕）、七輪、瓦（平瓦．
丸瓦．軒平瓦）、鉄製品（釘），鏃淳、．石製品（石臼）

近世 S08－と同一

SK6－3 S63 土壌 －

土師器（皿．坏 ．甕）、須恵器、瓦器－、瓦質土器、
中国白磁、青磁、－国産陶磁器、瓦（平瓦．丸瓦）、
鉄製品、自然遺物（員）、木琴

近世 撹乱カー

SX64 S64 炉 不整形 逆梯形 513 318土α 35 ．．

土師器、土師質土器（焙熔），須恵器、東播系須恵
質土器（鉢）、中国白磁、中国陶器、明染付、青磁
（碗）、．白磁碗）、国産陶器、染付、七輪、瓦（平
瓦・丸瓦．桟瓦）、鉄製品、青鋼製品（鈴）、鉄澤、
木炭
くN0．1竃〉土師器（皿．坏．－椀．甕）、須恵器、内
黒土器、瓦器（椀）、／瓦質土器（摺鉢）、中国青磁、．
中国白磁、中国陶器、国産陶器、瓦工石製品（滑
石鍋）、自然遺物（骨）
くNo．2竃〉土師器、瓦質土器（火舎）、中国白磁、
中国陶器（捏鉢）、李朝白磁、陶器、瓦（平瓦・桟
瓦）、石製品（碁石）

近世 S06と同一
竃2基あり

SX65 S65 土塀墓 不整隅丸
長方形 逆梯形 140 131 30

土師器（皿．坏）．、須恵琴（坏’・甕．鉢）、内黒土器、
瓦質土器（鉢．摺鉢）、中国青磁（皿・碗．合子の
蓋）、中国陶器（盤）、国産陶器（瓶）、唐津（碗．
鉢）、染仲（皿）、瓦（丸瓦）、鉄製品（釘．小刀．髪
自）、貨幣穣永通賓）、鉄淳、、石製品く滑石）

中世
l

近世

SK竿0に切られ
る　一一

SK66 S66 土壌 不整長方
形 逆梯形 80十α 92 5

土師器（皿．坏．壷．甕）、土師質土器（鉢）、須恵
暮（蓋・甕）、．青磁（ミキチュア坏．合子の蓋）、白
磁（湊）、国産陶器、備前、染仲、瓦（平瓦．丸瓦）、
鉄製品（釘）、鉄滓

中世
SK67 に切られ
る
木棺あり

SK67 S67 土塀 不整隅丸
長方形 逆梯形 120 65＋α 26

土師器（皿・坏）、土師質土器，青磁、国産陶器、
染仲（皿上 七輪、瓦（平瓦．丸瓦）．、鉄製品（釘）一、．
自然遺物（骨）

近世 SK40 に切られ
る

軍68 S68 土壌
不整隅丸
方形 逆梯形 163 155 26 土師器（皿・甕）、中国陶器、青磁、国産陶器

SK 69 S69 土燐 － － － － －
土師器（皿）、瓦軍土器、青磁、国産陶器、鉄製品

（釘） 撹乱 －

S70 SK123と同一

SK71 S7－1 土壌

土師器（皿．坏．．椀．甕）一一須恵器－須恵質土器、

瓦質土器、中国青磁、中国白磁、中国陶器、国産 近料 場所不明陶器（碗）、唐津、染付、七輪、．瓦秤瓦．丸瓦．
軒平瓦．軒丸瓦）

SK72 S72 土壌 － － － － 土師吉（跡 場所不明

SK73 S73 土壌 － － － － － 土師器（皿）、瓦質土器（消炭壷の蓋）、染仲（皿） 中世
平面図実測不可

SP21に切られる

SK74 S74 土壌 － － － － －
土師器（皿．坏）、瓦器（椀）、．瓦質土器、中国陶器、

中世
平面図実測不可
SK 15に切られる青磁、白磁、鉄製品（釘）、石製品（滑石）、壁

SK75 S75 土壌 不整隅丸
長方形 逆梯形 222 164 55

土師器（皿）、須恵器、青磁（碗）、．白磁、．陶器、染．
付碗主 瓦．．石製品滑石） 中塔 境界地にある

SD 76 S76 溝 － － 130十α 23 50 土師器（皿）、瓦質土器、青白磁、陶器 中世 場所不明

SK 77 S77 土壌 － － － － － 土師器（皿）、須恵器、青白磁、陶器、鉄製品（釘）．中世

Sk 78 S78 土塊 不整方形 逆梯形 115＋α 128＋α 141
土釉器（皿）、須恵器、／白磁（碗）、陶器、染付、瓦、
鉄製．品．（釘） 中世
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Tab．5　第70次調査遺構一覧表⑤
遺
構
名

旧遺
構名

遺構

・種類

形　　　　 態 規　　 模 （cm）、
・出　 ．土）　 遺　　　 物 時．代 清　 、考．

平面形 断面形 長 幅 深

SK9 ．S79 土壌 不整隅丸
長方形 逆梯形 186 150 96

土師署針皿．．坏－）、須恵器、中国骨磁（碗）、中国白

磁（碗）、中国陶器、国産陶器、染仲、鉄製品（釘）、
鉄澤、－炉壁、自然遺物（骨）

近世 5K21に切られ－
る．

SK80 S80〉 土壌．不整楕円
形 連梯形 145 96＋α 43

土師器（皿・坏）、須恵券、須恵質土器、瓦券（椀）、
中国白磁碗）、中国陶器、国産陶磁器、木炭

境界釉にある

SK81 S81 土壌 － － － － － 土師希、中国陶器 中世

・SK8寧－’S83 土壌 不整隅丸
長方形

逆梯形一 194 －143十α．．72
土師掛皿．坏・甕）、須恵器、瓦器（椀）、瓦質土
器、．中国青磁、中国白磁、中国陶器、国産陶器、
瓦（平瓦）、鉄製品（釘L　貨幣

中世

SK84 S84． 土績 国産陶器、瓦（平瓦．・丸瓦）、壁 近世

SE90 S90 井戸 不整円形 逆梯形－ 304
井筒168

268
井筒80 107十α

弥生土器、土師暮（皿－・坏．椀．甕．甑）、土師質
土器（鉢．摺鉢．績．1港釜）、須恵器（坏・蓋．甕）、
内異土器、．瓦着く椀）、瓦質土器（鉢．甕．摺鉢・
湯釜）、．中国青磁く皿・碗）、中国陶器（鉢・甕）、
白磁（皿．碗－・藍）、国産陶器（碗．鉢．壷．甕．－
摺鉢）、天日碗）、．染付く皿・碗）、土製品（土錘）、
瓦（平瓦・丸瓦．軒平瓦．桟瓦）、鉄製品（釘・駐）、
膏鋼製品、鉄浮、貨幣、石製品－（石臼．砥石）、木
炭、自然遺初（骨・員－蛤ほか）
く掘り方〉土師暮細い坏．甕．飯主 土師質土器
（鉢．摺鉢）、須恵器（皿・坏．甕）、内黒土器6嶺）、
瓦質土器（火舎）－、中国青磁（皿・碗・瓶）、中国白
磁碗）、中国陶器、国産陶器（魂、鉢・甕．摺鉢）、
染付碗）．、瓦（平瓦．．丸瓦…軒辛瓦．桟瓦）、鉄製
品絹吊、鉄澤、石製品（滑石）
く井側内〉弥生土器（甕）、土師器（皿‐坏．椀…
甕．壇上 土師質土器（摺鉢一筆）、須恵券く埠．
蓬．甕）、内黒土器（椀）、瓦器、瓦質土器（摺鉢．
火舎）、中国青磁（皿・碗）、中国白磁（皿・夜．水
指）、・緑釉陶器、中国陶器（鉢．．盤）、李朝三島
手？、国産陶器（観．．鉢・壷．甕．摺鉢江、天日、
染付腕 ．董）、瓦（平瓦．丸瓦．瓦噂．玩具）、鉄
製品（釘）、錬淳、石製品（硯・滑石鍋）

中世 藤側は木桶 ．

SK91 S91 土壌 不整隅丸
長方形

逮梯形 228十α 192 20

一弥生土器釉臥 土師番、須恵希（坏・蓋．甕）、内

黒土港、瓦質土器（大食主 中国陶器、青磁、白磁
（碗）、青白磁？（碗）、欄器（大甕）、染仲、瓦、鉄
．製品（釘）、貨幣（長年元賓）

中世
境界地にある
SK 14．2に切られ
る

SK92 S92 土痍 不整隅丸
長方形

逆梯形 80 67 18 弥生土器（壷）、青磁、白磁、陶器（摺鉢）、貨幣－ 中世

SK93 S93 －　土壙 円形 達釉形 95　－ 93， 33
土師器移動式竃主土師質土器（焼塩壷．／鍋），、須
恵器、、鉄製品（釘） 中世

SP300に切られ
る

SK 94

i

S94　－土壌 不整隅丸
長方形　u

辺梯形 223十一α 127 59 －

土師器く皿．坏．椀．－蓬．甕一飯）、土師質土券

（招鉢．焼塩壷・鍋）、須恵器（皿・坏．蓋．壷）、
朝鮮須恵券、須恵質土器（甕主東播窯系須恵質土
器（鉢）、内黒土器（椀）、黒色土器（椀）、瓦器（椀）、
瓦質土器（鉢・湯釜）、中国青磁（湊）、中国白磁
（皿．碗）、中国陶器（鉢．壷上中．国染付く皿）、国
産陶器、備前、瓦（平瓦）、土製品、．鉄製品（釘），
鉄棒、一石製品（砥石－滑石）－

中世 SP106と同一

SK95 595 土釉 不整円形 摺鉢形－．167 156 116

弥生土器、土師轟く皿．・坏・椀・郵、土師書土器

（焼塩壷）、須恵器（坏．蓋．甕）、須恵質土器、内
黒土器（椀）、．黒色土器6椀）…鋸酎椀）、瓦質土器
（鉢）、中国青磁（碗）、中国白磁く血・碗江、中国陶
器（鉢．壷）、国産陶器、瓦し平瓦）、鉄製品（釘・
錠）、鉄淳、石製品（滑石．紡錘車）

中世

SK96 S96－－　土壌 不整方形 逆釉釉 170 ． 127 44

須恵券、．中国陶器く拷鉢上青磁趣き．、自腐待簸上
国産陶器、染付（碗）．瓦、鉄製品（釦、－鉄淳、貨
幣懐永遠賓）、自然遺物（骨．績・員）

中也

SK97 S97． 土壌 不整隅丸 逆梯形 125＋α 105 52
土師器、須恵器（甕上 内黒土器、青磁、白磁、瓦、

中世 トレンチに切られる
長方形 鉄製品（釘）、－自然遺初（骨．） 境界地にある

SK98 S98 ． 土彿
－ － － － 土師器、須恵器、白磁（碗） 中世

SK99 S99．．土囁 不整方形 績梯形 51十α 鞴， 4． 土師器．、青磁 中世 SK 21に切られる．

SK100 SlOO 土湊 不整楕円 準梯形 85 ． 52 14
土師器（皿．坏L 土師質土器（焼塩壷）、須恵器、

中世 ．SP220に切られ
形 瓦器（碗上　中固白磁、－中国陶器 「る　　　　　 －

SK101 ／sl01 土壌 ― － －
土師器（皿．坏・甕主須恵器、中国白磁、中国陶
器、鉄溝 ．

中世－平面図実測不可

SKlO2 S102 士痍 不整円形 遵梯形 56十，誓 41十綴 13 土師器6m ．坏）、中国白磁、中国陶器・ 中世

SK．103 SlO3 土壌 円形 漣梯形 118 llo 14
土師器（皿．坏．椀‘甕主須恵器、牢掬自戒、中

上国陶器－　瓦 中世
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Tab・5　第70次調査遺構一覧表⑥
遺
構
名

旧遺
構名

遺構
種類

形　　　　 態 規　 模 （cm）
出　　　 土　　　 遺　　　 物 時代 備　　　 考

平面形 断面形 長 幅 深

SKl04 S104 土壙 －

土師器（皿．坏．椀・甕）、須恵器、瓦器（椀）、瓦
質土器（鉢）、中国白磁、中国陶器、鉄製品（釘）、
石製品（滑石）

中世 SK61に切られ
る

SKl05 Sl05 土壙 不整隅丸
方形 逆梯形 108 62＋α 20

土師器（皿．坏．椀）、瓦質土器（鉢）、中国白磁、
青磁、陶器、石製品（滑石）

中世 SK83に切られ
る

SK l06 Sl06 土壌 －

土師器（皿．坏・甕）、須恵器、東播系須恵質土器
（鉢）、土師質土器（鍋）、瓦器（椀）、中国青磁、白．
磁（碗．皿）、中国陶器、土製品、石製品（砥石）

中世 S．K94に切られ
る

SKl07 107 土壌 －

土師器（皿．坏）、土師質土器（焼塩壷）、須恵器、
瓦質土器（鉢）、中国青磁、中国白磁、中国陶器、
国産陶器、鉄滓

中世 SK94に切られ
る

SKl08 SlO8 土壌 不整隅丸
長方形 逆梯形 167 104＋α 39

土師器（皿．坏．甕）－須恵器、瓦質土器、中国白
磁（碗）、中国陶器、染付

甲世 SK94に切ら
る

SK109 Sl09 土塀 －

土師器（皿．坏）、土師質土器（焼塩壷）、須恵器、
瓦器（椀）、瓦質土器（摺鉢）、．中国青磁、中国白磁、
中国陶器、明染付、鉄製品（釘）、貨幣

中世 平面図実測不可

SKllO Sll0 土塀 不整円形 逆梯形 72＋？ 93十α 45

土師器（皿．坏．甑）、須恵器（．坏．甕）、朝鮮須恵

－器、黒色土器（椀）、中国陶器、白磁、瓦、鉄製品
（釘）、石製品（砥石．滑石）

．代 SXlll．SK141
に切られる

SXlll Slll 土墳墓
不整隅丸
長方形 逆梯形 1192 －148 87

土師器（皿・坏・椀）、．土師質土器（焼塩壷）、須恵
器、李朝須恵質土器、瓦器（椀）、中国青磁、中周
白磁、中国陶器、瓦（平瓦）、鉄製品、鉄滓

中世 Pit252に切られ
る

SKl12 Sl12 土壙 不整円形 逆梯形 80 73 57
土師器（皿．坏．椀）、須恵器、中国白磁（碗）、中
国陶器（鉢）、鉄製品（釘）、木炭

中世

SX l13 Sl13 土壌墓 隅丸方形 逆梯形 129 124 42
土師器（皿．坏）、．瓦器（椀）、中国白磁（碗）、中国
陶器、鉄製品（釘）

中世 SK96に切られ
る

SK l14 Sl14 土壙 不整隅丸
長方形 逆梯形 156＋α 116 18

土師器（皿・坏）、須恵器（坏）、中国青磁（碗．乳
鉢）、中国白磁、中国陶器、瓦（平瓦）、鉄製品
（釘）－貨幣（政和通賓）、．石製品（滑石）

中世
SK75．に切られ
る
境界地にある

SKl15 Sl15 土壙 不整円形 レンズ状 210＋α 133十α 67

土師器．（皿・坏－．椀．甕）、土師質土器（摺鉢．焼
塩壷）、須恵器（坏）、瓦質土器（摺鉢）、中国青磁
（碗）、中国白磁（碗）、緑釉陶器、国産陶器

中世
S193 と同一
SE02に切られ
る

SKl16 Sl16 土壙
不整隅丸
長方形 逆梯形 114＋α 72＋α 37

土師器（皿．坏・椀）、土師質土器（鉢・鍋）、須恵
器、須恵質土器、中国青磁（碗）、中国白磁（碗）、
中国陶器（皿・壷）、瓦、鉄淳．

中世 撹乱に切られる
境界地にある

SDl17 S117 構 逆梯形 87＋α 226＋α 29

土師器（皿．甕）、土師質土器（焙熔）、須恵器
（蓋．坏）、内黒土器、黒色土器、瓦質土器、中国
陶器（盤）、青磁（碗）、白磁、国産陶器、／瓦（平瓦）、
鉄製品（釘）、．鉄滓

境界地にある

SK 118 Sl18 土壙 不整形 逆梯形 85 38＋α 21
土師器（皿．坏）、土師質土器（焼塩壷）、須恵器、
中国白磁

中畢

SK ll．9 S11－9 土壌
不整隅丸 逆梯形 125＋α 57十α 10 ．

土師器（皿．坏）、須恵器、瓦質土器（鉢）、中国陶 中世 SX65．SKl18
長方形 器、青磁、白磁 に切られる

SK．120 S120 土壌 － － － － － 土師翠、須恵器、青磁 中世 SX65．SK119
に切られる

S121 S173と同一

SK122 S122 土壙 － － － － － 土師器、青磁、白磁、国産陶器 平面図実測不可

SK123 S123 土塀 － － － － －
土師轟（皿）、須恵器（坏）、瓦質土器（鉢）、中国陶
器－（捏鉢）、白磁（碗）、青磁、国産陶器

SX24 に切られる
S70と同一

SK 124 S124 土塀 － － － － －
須恵器、青磁、白磁（碗）、陶器（壷．瓶）、瓦、鉄淳、
瓦器（椀）、石製品（滑石） 中世 平面図実測不可

SK l．25 S125 土壙 不整隅丸
長方形 逆梯形 130＋α 70十α 102 土師器、中国陶器、－青磁、白磁 3面

S126 SE159と同一

SK127 S127 土壌 円形 逆梯形 121 70＋α 26
土師器（皿・坏）、須恵器（坏・蓋．瓶）、瓦質土器
（捏鉢）、青磁（碗）、白磁（碗）、鉄製品（釘）、壁 中世 SX24．SK66　に

切．られる

SK128 S128 土塀 不整隅丸
方形 逆梯形 212＋α 198＋α 7 土師器、須恵器、白磁、陶器、鉄滓 中世 SK 21に切られる

SX129 S129 積遺構円形 逆梯形 掘り方
70 69 ． 20

土師器（皿－・坏）、須恵器、中国白磁、白磁（合子）、
陶器、鉄製品（釘）

中世

SK130 S130 土塀 不整楕円
形 逆梯形 87 71 27

土師器（血）、朝鮮須恵器、瓦器（椀）、中国陶器、

青磁、白磁、陶器、鉄製品（釘）
中世 境界地にある

芋K13l　S131 土壌 不整隅丸
長方形

逆釉形 87 25＋α 40
土師器（皿．坏）、須恵器（甕）、青磁（皿）、白磁、
陶器、瓦、鉄滓

中世 境界地にある

SK132　S132 土壌 不整楕円
形

逆梯形 94 134＋α 22
土師器（皿・坏）、須恵器（蓋．甕主青磁、白磁
（碗．合子）、陶器、鉄製品（釘）、自然遺物（骨）

中世 SP274 に切られ
る

－131－



Tab．5　第70次調査遺構一覧表⑤

遺
構
名

旧遺
構名

遺構
種類

形　　　　 態 規　　 模（cm）
出　　　 土　　　 遺　　　 物． 時代 備　　　 考

平面形 断面形 長 幅 深

SK133 Sl33 土壌 不整隅丸
長方形

摺鉢形 152十α141十α 69

土師器（皿．坏）、須恵器、東播窯系須恵質土器、
李朝須恵質土器、瓦器（椀）、瓦質土器（甕）、中国
白磁（皿・碗）、中国陶器、青磁、国産陶器（摺鉢）、
瓦（平瓦・丸瓦）、鉄製品（釦、鉄棒、自然遺物（骨）

中世S38と同一

SK134 S134 土壌
－ － － － － 土師器（皿．坏L 土師質土器漉率葱）、須恵臥 瓦器 中世

SK135－　S135 ．－．土壌 － － 曲 － － 土師器、白磁（皿．碗） 中世平面図実測不可
境界地にある

S136a 土壌 不整方形 逆梯形 112十α110十だ 15 土締暮（皿．坏．椀．甕）、土師質土器（焼塩壷）、
須恵器（甕）、須恵質土器、内黒土器、瓦器（椀）、
中国陶器（壷）、中国白磁（碗）、磁器、国産陶器、
瓦（平瓦）、鉄澤、石製品（砥石．滑石）
高，上品 出 ，㍑ l読 ㍑ ・七 ㌦

恵器（坏．蓋．甕）、瓦器（椀）、中国青磁（碗）、中国白
磁（皿．魂．蓋．壷L　中国陶器、国産陶器、瓦（平
瓦，丸瓦）、鉄製品（釘）、鏃淳、石製品（滑石）
く井側内〉土師器（皿．坏．椀）、土師質土－器（焼塩
壷）、須恵器（坏．甕）、内黒土器（椀）、瓦器、瓦
賓土器、中国青磁（皿．魂．鉢）、中国白磁（碗）、
中国陶器 （壷．甕．盤）、緑釉陶器（鉢）、国産陶
器、福岡（甕）、肥前（壷．瓶）、－瓦（平瓦）、鉄製品
（釘）、石製品（滑石鍋）、自然遺物（軽石？．骨）

中世

S136bと遺物の
区別なし

SE136 S136b 井戸 不整形円 逆梯形 295＋α
井筒67

133＋ぽ
井筒63

181＋α
S136aと遣物
の区別なし
井側は木桶

SK137 S137 土壌 － 曲 － － －
土師器（皿．鉢）、須恵器く坏・甕）1瓦器（椀）、白
磁、－陶器、緑釉陶器、鉄製品（釘）、鉄棒

中世 SE156の上面に
ある

SKl38 Sl38 土壌 不整楕円
形 逆梯形 95 53 29

土師器（皿．坏）、須恵惹く鉢．郵、内黒土器（椀）、
瓦希、白磁、陶器一、鉄澤．

SK139に切ら
れる

SK139 sl33 土壌 不整方形 績梯形 120十だ 64＋α 16

弥生土器、土師器（皿・坏）、土師質土器（焼塩壷）、須
恵器（坏き、朝鮮須恵器、－内黒土器（椀）、黒色土器（椀）、
中周青磁、中国白磁（皿．碗・壷・合子）、中国陶器
（壷）、瓦（平瓦）、鉄製品掬．）、鉄澤、石製品（滑石）

中世
SK80に切られ
る
境界地にある

SK140〉Sl40 土壌／不整楕円
形 － － 曲 －

土師器（皿．椀）、須恵器（壷）、中国白磁（績）、串
国陶琴、鉄浮、サスカイト片

中世平面図実測不可

SK14－1 Sl41 土壌 不整隅丸
長方形

華梯形 100十．α78十α ．36

弥生土器、土師器（皿．坏・壷．甕．寵）、土師質
土器（焼塩壷）、須恵器（棒．菱．甕上朝鮮須恵質
土器、黒色土器（椀）、青磁、白磁．（碗）、陶器、．瓦
（平瓦・丸瓦）、鉄製品（釘）

中世SK92’に切られ
る

SK142 Sl42．土壌 不整隅丸
長方形 逆梯形 195 1－13 76

土師器（皿．坏．椀），須恵器（坏．壷．甕）、黒色
土器（椀）、中国白磁績）、中国陶暴、鉄製品（釘）、
鉄浮、石製品（砥石）

中世SK92に切られ
る

SK143 Sl43 土壌 － － 旧 －

弥生土器（甕）、土師器－須恵器、青磁（碗、一瓶）、
良磁（皿．碗）、陶器、瓦、鉄製品繰出，石製品
（滑石ミニチュア鍋）

中世 SKl78と同一

SK144 S144 － － － 曲 － 土師器 中世 平面図実測不可

SX145 S145 土壙彿
－ － － － －

土師器（皿・坏）、須恵器、内黒土器）中国陶器
（東．盤）、明染付、青磁、白磁（皿・碗）、．国産陶
器、鉄製品（釘．鍵）、鉄淳、一石製品．（滑石）

中世 場所不明－

SKl43 S146 土壌
－ － － － 鉄澤 中世 平面図実測不可

SP349に切られる

SKl47 S147 土壌 － － － － － 鉄製品（釘）． 中世 平面図実測不可

－SK148 S148 土壌 － － － － －
土師器（皿）、．鉄製品（釘） 中世場所不明

SDl50 書150 溝 － 逆梯形 495＋α 35十α 30
弥生土器（甕）、土師器（皿．．甕）、須恵器、内黒土器
（椀）、中国青磁碗）、中国陶器（盤）、白磁，国産野暮

SE155 Sl55 井戸
不整隅丸 逆梯形 534 506

237十α

土師器（皿．坏．甕．器台．飯）、土師質土器（焼塩
壷・鉢）．、須恵器（坏．蓋．甕）、須恵質土器（甕）、内
黒土器．締結、瓦若く椀）、瓦質土器（鉢）、－中国青磁
（皿．郷、中国白磁細巨碗）、中国陶器鉢．行平．
水指）、国産陶器（蓋．・－甕）、土製品（土錘．鞴羽□）、
瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘．リング）、石．製品（滑石
鍋）、木炭
〈掘り方〉土師器（皿．坏・甕．竃－．恵）、土師質土
器（焼塩壷）、須恵器（坏．蓋…甕）、須恵質土器
（摺鉢）、瓦器（椀），瓦質土浮（鉢）、中国青磁

ヽ

井側は木桶
SE136b．188．

長方形’ 井筒80 井筒77・ 細・碗．瓶？）、中国白磁（皿．碗）、中国陶器
（鉢．壷．瓶－？．甕．盤）、国産陶器（碗．壷・水
注）、唐津（甕）、肥前（壷）、瀬戸、土製品仕．錘）、
瓦（平瓦．．一丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄淳、．石製品（滑
石）、自然遺物（骨．歯）
く井戸側内〉土師器（皿．．坏．器台）、須恵器（坏．
蓋．甕）、須恵質土器、内黒土器、瓦器（椀）、瓦質
土器、中国青磁儀．瓶）、中国白磁（皿．魂，．合子）
中国陶器（鉢）、国産陶器、唐津、肥前、瓦（平瓦・
丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄澤、石製品（滑石）、木炭

221．222．に切
られる

－132－l－



Tab．5　第70次調査遺構一覧表（⑥

遺
構
名

旧遺
構名

遺構
種類

形　　　　 態 規　　 模 （cm）
出　　　 土　　　 遺　　　 物 時代 備　　　 考

平面形 断面形 －長 幅 深

SE155

S155a 井戸

妄賢盟 i蒜 ，慧壷彗砦 等鵠 雷一課 （霊：

盤）、青磁（皿・碗）、白磁（皿．碗）、青白磁（蓋）、
国産陶器、瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄淳、
石製品（滑石）

中世 13 c前

S155b 井戸

土師器（皿．坏．甕）、須恵器（坏・蓋．甕）、瓦器
（椀）、瓦質土器、中国青磁（皿）、中国白磁（皿．
碗）、中国陶器（盤）、陶器（甕．瓶？）、－瓦（平瓦）、
鉄製品（釘）

S155c 井戸

土師器（皿・坏．椀・書）、土師質土器（焼塩壷）、

須恵器（坏．蓋．甕）、須恵質土器、内黒土器、瓦－
器（椀）、中国青磁（皿．碗）、中国白磁（皿．碗）、
中国陶器（鉢．壷）、国産陶器（香炉）、唐津、肥前、
瀬戸、土製品（土錘）、瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品
（釘）、青銅製品、鉄淳、貨幣、石製品（滑石鍋）、木炭

SE156 S156 井戸 不整隅丸 逆梯形 350 258十α 206十α

弥生土器、土師器（皿・－坏．椀 ―甕－．甑）、土師質

土器（焼塩壷）、須恵器（蓋．甕）、瓦質土器（火
鉢？）、中国青磁（皿．碗）、中国白磁（皿．碗）、
中国陶器、国産陶器、瓦（丸瓦）、鉄淳、石製品（滑石） 中世

SEOl に切られ

長方形 井筒70 井筒69 く掘り方〉土師器（皿．坏．壷．甕）、須恵器（蓋．
甕）、中国陶器（鉢）、青磁、白磁（碗）、陶器、瓦
（平瓦）、鉄製品（釘）

〈井側内〉土師器、須恵器（蓋．甕）、青磁、白磁

る
13 c後半

SK157 S157 土塀
不整隅丸
長方形 逆梯形 123＋α 113 21

土師器（皿．坏．椀）－土師質土器（鉢．焼塩壷）、
須恵琴（坏．蓋．甕）、中世須恵器、朝蝉須恵器、
須恵質土器、東播窯系須恵質土器（鉢）、黒色土器、
瓦器（椀）、瓦質土器（鉢．火舎．鼎）、中国青磁
（皿．碗）、中国白磁（皿・碗）、中国陶器（壷）、緑
釉陶器、青白磁（坏？．合子）、白磁（皿．碗）、国
産陶器、瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘）、石製品
（砥石・滑石．滑石鍋）

中世 境界地にある

SE158 S158 井戸 不整隅丸 戟頭円 373＋α 400十α
244

弥生土器（甕）、土師器（皿・坏．甕．器台）、土師
質土器（焼塩壷．鉢）、須恵器（坏・蓋．甕）、内黒 古代

井側は木桶

SE156 に切られ
る長方形 錐形 井筒59 井筒52 土器、中国青磁（碗）、中国白磁（碗）、中国陶器、

青白磁（合子）、国産陶器、鉄製品（釘）、木炭
SE－165A ／と同一

か？

SE159 S159 井戸 不整楕円
形 逆梯形 170

井筒34
142

井筒32
151＋α

土師器．（皿．坏．甕）、須恵器（坏．蓋・甕）、瓦器－
中国白磁（碗）、中国陶器（鉢．壷）、青磁（碗）、白
磁（皿．碗）、国産陶器、瓦（平瓦）、鉄製品（釘．
錠？）、青鋼製品
く掘り方〉土師器（皿．椀）－須恵器、中国青磁、中
国白磁（碗）、中国陶器、土製品（土錘）、瓦、石製
品（滑石）
く井側内〉土師器（皿．坏．甕．器台）、須恵器
（坏・蓋・甕）、内黒土器、瓦器（椀）、中国青磁
（碗）、中国白磁（皿．碗）、中国呵器、国産陶器、
瓦（平瓦．丸瓦）

中世 井側は木桶
S126と同一

SK 160 S160 土塀 － － － － － 須恵器、中国陶器、青磁（皿．碗）、国産陶器 中世 平面図実測不可

SK 161 S161 土塀 － － － － －
土師質土器（焼塩壷）、須恵器、白磁（碗） 中世 平面図実測不可

SK162 SIl62 土壙 － － － － －
土師器（皿・坏）、須恵器（皿．．坏）、白磁、陶器、
鉄製品（釘）

中世 平面図実測不可

SE163 S163 井戸 不整円形 逆梯形 514 273＋α 74

弥生土若緑甕棺）、土師器（皿・坏．壷．瀬戸内式
壷）、－土師質土器（焼塩壷）、須恵器（皿．坏・蓋・
壷．甕）、須恵質土器、黒色土器、内黒土器、瓦
質土器、中国陶器（甕・盤・捏鉢）、青磁（皿・碗）、
白磁（皿・碗）、瓦（平瓦・丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄
澤、石製品（滑石）
〈井側内〉弥生土器（坏）、．土師器（皿．坏・鍋）、須
恵器（皿．坏．壷・甕）、黒色土器、瓦質土器（鉢）、
中国陶器、青磁（皿．碗）、白磁（皿．碗）、国産陶
器（壷・甕）、瓦（平瓦）

中世

SK164 S164 土壙 不整円形 逆梯形 220 ． 200 104

土師器（皿．坏．椀），土師質土器（焼塩壷）、須恵

器（坏．蓋．甕）、内黒土器、黒色土器、瓦器（椀）、
瓦質土器（捏鉢）、中国青磁（皿．碗）、中国白磁
（碗．壷）、中国陶器（壷）、青白磁（合子）、天日、耳
（平瓦）、鉄製品（釘）、青銅製品、石製品（滑石）、木炭

中世

SK
164A S164a 土壌 －

土師器（皿．．坏．椀）、須恵器、朝鮮須恵器、内黒
土器、中国陶器、白磁（碗）、瓦（平瓦．丸瓦）、石
製品（滑石）

中世 平面図実測不可

SK
164B S164b 土壌 －

土師器（皿．坏．椀．甕？・鉢？）、須恵器、東播
窯系須恵質土器、－中国青磁、中国白磁、中国陶器、

】瓦（平瓦… 鉄滓

中世 平面図実測不可
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Tab・5　第70次調査遺構一覧表⑨
遺
構
名

旧遺
構名

遺構
種類

．形　　　　 態 規　　 模 （cm）
出　　　 土　　　 遺　　　 物 時代 備　　　 考

平面形 断面形 長 幅 深

SE165 S165 井戸
不整隅丸
長方形

栽頭円
錐形

385＋α
井筒62
桶58

358＋α
井筒53
桶58

221＋α

弥生土器（壷）、土師器（坏・甕）、土師質土器（焼
塩壷）、須恵器（坏．蓋．甕）、、中国陶器、瓦（平
瓦）、鉄製品（釘）、石製品（滑石紡錘車）
く掘り方〉弥生土器（甕）、土師器（坏．甕．竃．甑
の把手．蛤壷？）、土師質土器（焼塩壷）、須恵器
（坏．蓋．甕）、内黒土器（坏）、中国青磁、中国陶
器、瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄棒

〈井側内〉土師器（皿．坏．甕・器台）、土師質土器
（焼塩壷）、須恵器（坏．蓋．甕）、鉄製品（釘）

古代 井側は木桶

SK166 S166 土績 不整円形 逆梯形 150 65十α 50
土師器（皿．坏）、須恵器（椀）、瓦器（椀）、中国白
磁（皿．碗）、中国陶器、青磁（皿）、瓦（平瓦）、石
製品（滑石鍋）

中世 境界地にある

SK167 S167 土壌 不整楕円
形

逆梯形 123 107 46
弥生土器－、土師器（皿．壷）、須恵器（．坏．甕）、内
黒土器（椀）、黒色土器、瓦器（椀）、－白磁、鉄製品
（釘）、木炭

中世
他の遺構に切ら

れる

．SK168 S168 土壌 不整形 逆梯形 138 119＋α 65
土師器（皿・坏．椀．壷）、須恵器（坏・甕）、瓦器、
中国白磁（皿．－碗・壷）、中国陶器（壷．盤）、瓦
（平瓦）、鉄製品、石製品（砥石）、自然遺物（骨）

中世 他の遺構に切ら
れる

SE169 S169 井戸 － － － － －
土師器（坏）、須恵器、瓦質土器（鉢）、白磁（碗）、
青白磁（蓋）、陶器、瓦（平瓦）、鉄滓 中世 平面図実測不可

SK170 S170 土壌

土師器（皿．坏．甕）、土師質土器（焼塩壷）、須恵
器（坏・蓋．甕）、内黒土器（椀）、瓦質土器（椀・鉢－． 中世摺鉢）、中国陶器（甕）、青磁（皿．碗）、白磁（皿．碗）、
唐津、瓦、石製品（滑石）、／自然遺物（骨）

SK171 S171

土師器（皿．坏江鉢．甕）、土師質土器（焼塩壷）、

須恵器（坏．蓋）、内黒土器、瓦質土器、中国青磁
（碗）、．中国白磁（碗）、中国陶器、国産陶器、肥前、
瓦（平瓦）、土製品（鞴羽口）

SK203と同一

SK172 S172 土壌 － － － － －
土師器（皿）、土師質土器（焼塩壷）、中国陶器、青
磁、白磁（碗）、木炭 平面図実測不可

SK 173 S173 土壌 痛円形 逆梯形 152 125 72

土師器（皿．坏．椀．甕）、須恵器（坏・甕）、内黒
土器（坏）、黒色土器（椀）、中国陶器、青磁（碗）、白
磁（蓋．碗）、陶器、瓦、鉄（釘）、石製品（滑石）、木炭

中世 S121と同一

SK 174 S174 土壌 不整楕円
形

逆梯形 260 224＋α 26 土師器（一皿）、瓦質土器 中世 境界地にある
SK173に切られる

SK175 S175 土壌
不整隅丸

逆梯形 90＋α 78 74
弥生土器（壷）、土師器（皿）、須恵器、瓦質土器

中世 境界地にある
長方形 （鉢）、白磁（皿・合子）、陶器 SK173に切られる

SK176 S176 土壙 不整隅丸
長方形

逆梯形 108＋α 88＋α 47

土師器（皿．坏．鉢．壷）、土師質土器（焼塩壷）、
須恵器（坏．蓋．．甕）、須恵質土器、内黒土器、瓦
質土器（鉢・火舎）、中国陶器、明染付、青磁
（皿．碗・瓶・合子）、白磁（碗）、唐津一一（甕）、高取、
肥前、．瓦、鉄製品、鉄淳、石製品（砥石．滑石）

近世 境界地にある

SE177 S177　一井戸 － － － － －
土師器（坏）、須恵審（甕）、瓦質土器、白磁（皿．

中世 平面図実測不可碗）、肥前、鉄製品、石製品（紡錘車）

SK178 芋178 土壙 円形 逆梯形 133 130 7．1

弥生土器（壷．甕）、土師器（皿．坏．壷．甕．器
台・甑の把手）、土師質土器（焼塩壷）、須恵器
（坏．蓋．鉢．壷．甕）、東播窯系須恵器（鉢）、内
黒土器（椀）、瓦器（椀）、瓦質土器（坏．鉢）、中国
青磁（皿・碗－．鉢．瓶）、中国白磁（皿．碗）、中国
陶器（盤）、．青磁（碗．瓶）、白磁（皿．碗）、陶器、
肥前（甕．瓶）、黒釉陶器、瓦（平瓦）、木炭

中世 SK 143と同―

SK179 S179 土壌 不整隅丸
長方形 逆梯形 141十α 96 41

土師器（皿．坏．壷，甕）、須恵器（坏．・鉢．甕）、

瓦器（椀）、瓦質土器（摺鉢）、中国青磁（皿．碗）、
中国陶器（盤）、白磁（碗）、国産陶器（瓶）、肥前、
青磁染付（碗）、瓦（丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄津、石
製品（滑石）

中世

SK180 S180 土壌 不整形 逆梯形 73＋α 40＋α 27

土師器（皿）、須恵器（坏）、中国青磁、中国白磁、
中国陶器、明．染付、国産陶器、唐津（摺鉢）、福岡
（碗）、．染付、伊万里、瓦（平瓦．丸瓦・瓦埠）、鉄
製品（釘）、鉄淳、自然遺物（骨）

近世 境界地にある

．SK 181 S181 土壌 不整円形 逆梯形 i38 128 94
土師器（皿．坏）、中国陶器、青磁（皿）、白磁
（皿．碗．．壷）／、青白磁（合子）、鉄製品 中世

SK 182 S182 土壌 不整円形 逆梯形 －114＋α 72十α 83
土師器（皿）、須恵器（甕）、瓦器（椀）、瓦質土器、
中国陶器、青磁、白磁（皿．碗）、土製品？ 中世

境界地にある．
SK181．183に
切られる

SK 183 S183 土壌
不整楕円
形 逆梯形 90＋α 82＋α 77

土師吉（皿．坏・甕）、須恵器（坏．甕）、須恵質土．
器（鉢）、瓦質土器（摺鉢）、中国陶器（甕）、青磁－
（皿．碗）、白磁（碗）、国産陶器、鉄製品（釘）、青
銅製品、鉄澤、木炭

中世 境界地にある

－134－



Tab．5　第70次調査遺構一覧表⑲
遺
構
名

旧遺
構名

遺構
種類

形　　　　 態 －規． 痍 （cm）
出　　　 土 ．　 遺　　　 物 時代 備　　　 考平面形 断面形 長 幅 深

SK184 S184 土壙 不整円形 一連梯形 127＋α 71＋α 58
土師器（皿・坏．椀）、須恵器（坏．甕）、瓦器、瓦
質土器、中国青磁（皿．碗）、中国白磁（皿．碗）、
中国陶器（瓶）、国産陶器、鉄製品（釘）、鉄滓

中世－SK181．125に切られる

SK185 S185 土壙 不整円形 逆梯形 70十α 59十α 54 土師器（甑の把手）、須恵器、国産陶器（瓶） 中世

SK186 S186 土壙 不整楕円形 逆梯形 100＋α 102 46 土師器（／坏・蓋．甕）、須恵器（皿．蓋） 古代 他のPitに切られる

SK187 S－187 土壙 不整楕円形 逆梯形 59 48 130　－土師器（坏）．、国産陶器

SE188 S188 井戸 不整楕円
形 摺鉢形

350＋α
井筒73

175＋α
井筒60 256＋．α

土師吉（皿．坏．器台・甑）、土師質土器（甕－．焼
塩壷）、須恵器（坏．蓋．甕）、東播窯系須恵器
（鉢）、内黒土器、黒色土器（椀）、瓦器（椀）、中国
青磁（皿．碗）、中国白磁（皿・碗．水指）、中国陶
器（鉢．壷）、瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘）、石製
品（石錘）、自然遺物（骨）
く掘り方〉土師器、須恵器（蓋）、中国白磁、瓦（平
瓦）／
〈井側内〉土師器（皿．坏．甑）、須恵器（甕）、中国
青磁（碗）、中国白磁（碗）、中国陶器（鉢・壷）、国
産陶器（壷）、瓦（丸瓦）

中世 井側は木桶

SK189 S189 土壌 不整隅丸
長方形 逆梯形 235 85＋α 98

土師器（皿・坏・甕）、．須恵器（坏．蓋）、瓦器（椀）、
中国白磁（皿．碗）、中国陶器（壷）、青磁、．国産陶
器（甕）、染付、瓦（平瓦．丸瓦．瓦噂）、鉄滓

古代 境界地にある

SK 190 S190 土壌 不整円形 逆梯形 227＋α 188＋α 13 土師器（皿）、須恵器、国産陶器 SK78に切られる
境界地にある

SK 191 S191 土壙 － － － － － 土師器（坏・飯）、須恵器（甕）、青磁 平面図実測不可

SK 192 S192 土塀 不整円形 逆梯形 72＋α 50＋α 29 境界地にある

S193 SK l15と同一

SK 195 S195 土壌 － － － － －

土師器（皿・坏）、須恵器（皿．坏．甕）、内黒土器、
瓦器（椀）、中国白磁（皿．碗）、中国陶器（鉢）、国
産陶器（皿）

中世 平面図実測不可

S194 SK31と同一

SK 196 S196 土壌 不整隅丸
長方形 逆梯形 110 77＋α 48 土師器、瓦（丸瓦） 中世

SK 197 Sl97 土壙 不整円形 逆梯形 93 88 72
弥生土器（甕）、土師器（坏）、須恵器（坏・蓋・甕）、
中国白磁（碗）、中国陶器（盤）、国産陶器、耳（平
瓦・丸瓦）、鉄製品（釘）

中世

SK 198 S198 土壙
不整隅丸
長方形 逆梯形 99＋α 59十α 51

土師器、須恵器（坏）、国産陶器、瓦（平瓦）、．鉄製
品（釘）、鉄淳一

他の土境に切られる
境界地にある

SE199 Sl99 井戸 不整円形 逆梯形
104＋α 58十年

133＋α

弥生土器、土師器（皿．坏）、須恵器（坏）、内黒土
器（椀）、瓦器（椀） 中国陶器（盤） 青磁　 白磁 井側は木桶

井筒53 井筒30 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　ヽ　　　　　　　ヽ瓦、鉄製品（釘）、石製品（滑石）、自然遺物（骨）
く井側内〉土師器、瓦器（椀）、青磁

SK190に切られ
る

SK200 S200 土壙 不整円形 逆梯形 120＋α 95十α 49
土師器（坏．甕）－須恵器、青磁、白磁、国産陶器、
瓦

SK201．202に
切られる

SK20 1 S201 土塀
不整隅丸
長方形 逆梯形 107＋α 112十α 54 土師器（坏．蓋．甕）、須恵器（皿．坏．蓋）、白磁 中世 SK202に切られる

SK202 S202 土壌 不整隅丸
長方形 逆梯形 147＋α 114 90

土師器（皿．坏．蓋．甕）、須恵器（坏・蓋．蓋）、
瓦器（椀）、中国青磁（皿．碗）、中国陶器（鉢．甕）、

1白磁（皿．碗）、国産陶器（鉢．甕）、唐津（甕）、瓦（平瓦）、鉄製品（釘）、木炭

近世 SK203に切られ
る

SK203 S203 土塀
不整隅丸
長方形 逆梯形 137＋α 105十α 56

土師器（皿．坏．鉢．甕）、土師質土器（焼塩壷）、
須恵器（蓋・坏）、内．黒土器、白磁（碗）、瓦質土器、
中国陶器、青磁（皿－．碗）、白磁（碗）、国産陶器、肥前

－（瓶）、土製品（鞴羽口）、瓦（平瓦）、鉄製品（釘）

近世 SK171と同一

SK204 S204 土壙 不整楕円
形 逆梯形 187 167 82 土師器（坏）、須恵器、．内黒土器、白磁（碗）、国産

陶器

SE205 S205 井戸 不整円形

土師器（皿．坏・蓋．甕）、土師質土器、須恵器
（坏．蓋・甕）、内黒土器、瓦器（椀・鉢）、中国青
績（皿．碗）、中国白磁（皿．碗．瓶）、中国陶器
（鉢．．壷・盤）、肥前、天．目、瓦（平瓦）、鉄製品
（釘）、鉄淳、石製品（滑石鍋）

中世 SE221・222

SE206 S206 井戸 不整楕円 逆梯形
172十α 200 191＋α．

く釉り方〉土師器、須革器（甕）、陶器

く井側内〉土師器（皿．坏）土師質土器　須恵器 中世
井側は木桶

形 井筒60 井筒63 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　／じヽ　　　ヽ／瓦器（椀）、中国白磁．（皿．碗）、陶器、自然遺物
（骨）

SE156に切られ
る

SE207 S207 井戸 不整隅丸 逆梯形 192＋α 190 265

〈掘り方〉土師器（皿．坏・甕）、須恵器（坏．蓋．
甕）、内黒土器、瓦器、、瓦質土器（鍋）、青磁　 白

中世長方形 井筒61 井筒．67 ヽ磁（碗）、陶器、唐津、瓦（平瓦．丸瓦）
く井側内〉土師器、須恵器、／青磁
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Tab．5　第70次調査遺構一覧表⑪
遺
構
名

旧 遺

構 名

遺 構

種 類

形　　　　 態 規　　 模 （cm）
出　　　 土　　　 遺　　　 物 時代 備　　　 考

平面形 断面形 長 幅 深

SK 208 S208 土壙

土師器（皿 ・坏 ．甕）、土師質土器（招鉢）、須恵器
（皿 ．坏．蓋 ．甕）、内黒土器、瓦質土器（鉢 ？）、

中国陶器、青磁 （皿 ．碗）、白磁（碗）、国産陶器
（鉢 ．瓶 ・摺鉢）、．唐津（皿）、肥前（碗）、福岡（摺

鉢）、瀬戸、染付（皿 ．碗）、瓦（平瓦 ．丸瓦．軒丸
瓦）．、鉄製品（釘）、鉄澤、貨銭（寛永通賓）、石製

品（滑石）、黒曜石片、自然遺物（骨）

近世

SK 209 S209 土壙
不整隅丸
長方形

逆梯形 111＋α 119＋α 35
土師器（皿 ・坏）、須恵器、白磁、青磁、国産陶器、

瓦（平瓦 ・丸瓦 ．桟瓦）、鉄滓
近世

SK 210 S2 10 土壌
不整隅丸
長方形

逆梯形 70＋α 36 32 土師器（坏）、中国陶器、自然遺物（軽石）

SX 211 S2 11 炉 不整円形 逆梯形 190 156 29

土師器（皿．．坏 ・竃 ．甑）、土師質土器（摺鉢）、須

恵器（甕）、瓦質土器（摺鉢 ．火舎）、中国陶器（鉢）、
青磁（碗）、石磁 （皿 ．碗）、国産陶器 （蓋 ．碗 ．
甕 ・摺鉢）、染付、瓦（平瓦 ・丸瓦 ．桟瓦）、鉄製

品（釘）、青鋼製品、鉄滓

近世 鍛冶炉

S2 12 SK 49と同一

S213 SK 45と同一

S214 SK 46と同一

SK 215 S 215 土壙 不整形 逆梯形 64＋α 52＋α 5

SX 215 S215b 土績墓
隅丸長方
形

逆梯形 137＋α 120＋α 25　－
土師器、須恵器、瓦質土器（火舎 ？）、青磁、国産

陶器、瓦（平瓦）
剖竹型木棺

SK 216 S216 土壙

土師器（坏・甕）、土師質土器 （焼塩壷）、須恵器
（坏．甕）、内黒土器（椀）、瓦器 （椀）、瓦質土器
（摺鉢 ・火舎）、中国陶器（盤）、青磁、白磁（碗）、

国産陶器（水指）、染付、瓦（平瓦 ．丸瓦）、鉄製品
（釘）

中世

l
近世

場所不明

SE 217 S217 井戸 不整円形 逆梯形
235＋α

井筒56

150＋α－

井筒60
101十α

貨幣（天聖元賓）

く掘 り方〉土師器（坏．甑）、須恵器（坏）－、瓦質土器
（火鉢 ？）、中国青磁（皿 ．碗）、中国白磁（皿）、陶

器、鉄製品（釘）

く井側内〉鉄製品（釘）

中世 井側は六角形

SE218 S218 井戸 不整円形

く掘 り方〉土師器（椀）

く井側内〉土師器（皿 ・甕）、須恵器（坏．蓋 ．甕）、
黒色土器（椀）、瓦器（椀）、中国青磁（皿 ．碗）、中

国白磁（皿 ．碗）、中国陶器、国産陶器、瓦、自然
遺物（骨）

中世

SE 219 S219 井戸 不整円形 逆様形
190＋α
井筒67

168＋α
井筒66

101＋－α 尭側は木桶

SE 220 3220 井戸 不整円形 逆梯形 173
井筒70

162
井筒63

62＋α
井側は木桶

SE 90 に切られる

SE 221 S205a 井戸 不整円形 逆梯形
130＋α
井筒37

130＋α

井筒40
107＋α

鉄製品（釘）、鉄薄

く掘り方〉土師器（皿 ．坏 ・壷 ・甕）、須恵器（坏．
蓋 ・甕）、瓦器、中国青磁（皿 ．碗 ．水指）、中国

白磁（皿・碗）、陶器、瓦（平瓦 ．丸瓦）、鉄製品、
石製品（石臼？．滑石）

〈井側内〉土師器（鉢）、須恵器、中国青磁、中国白
磁（碗 ．水指）、中国陶器、瓦（丸瓦 ．瓦噂？）、土

製品（土錘）

代 井側は木桶

SE 222 S205b 井戸 不整円形 逆梯形
130＋α 172 196＋α

土師器．（血・坏 ．甕）、須恵器（坏）、内黒土器、瓦

器（椀）、中国青磁（皿 ．碗）、中国陶器（壷）、白磁
中世

木桶井戸、SE 222
筒65＋α井筒65 （碗）、国産陶器（鉢）、唐津、瓦（平瓦）、自然遺物

（骨）

に切られる

SP82 P82 柱穴 不整円形 28 36 25－．5 土師器、瓦－（平瓦）、鉄製品

SP102 Pl02 柱穴 不整円形 48 44 14・5

弥生土器、土師器（皿）、土師質土器（焼塩壷）、須

恵器（坏）、内黒土器、中国白磁、中国陶器、国産
陶器、国産磁器、瓦（平瓦）、鉄製品

中世

SP135 P135 －柱穴 不整円形 － － －
中国白磁（碗） 中世 場所不明

SP243 P243 柱穴 不整円形 14 14 12．0 弥生土器（甕）、鉄製品（釘）、鉄滓

SP256 P256 柱穴 不整円形 28 24 37・5
土師器（皿 ．坏）、須恵器（坏）、瓦質土器、中国白

磁（碗）、鉄滓
中世

SP265 P265 柱穴 不整円形 － 52＋0 64 13・0
土師器（皿 ・坏）、須恵器（坏）、内黒土器（椀）、中

国青磁、中国白磁、中国陶器、－国産陶器
中世

SP280 P280 柱穴 不整円形 22 26．＋α 18・0 中国白磁 中世

SP310 P310 柱穴 不整円形 62＋α 60 21．5
土師器（皿 ．坏）、須恵器（坏）、中国青磁（碗）、中

国白磁（碗）、鉄製品（釘）
中世
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Tab．5　第70次調査遺構一覧表⑫
遺
構
名

旧遺
構名

遺構 ．
種類

形　　　　 態 規　　 模 （cm）
出　　　 土　　　 遺　　　 物 時代 備　　 一考

平面形 断面形 長 幅 深

SP364 P364 柱穴 不整円形 50 42 36・5
土師器（皿）、土師質土器（鍋）、黒色土器（椀）、瓦
器（碗）、中国白磁、中国陶器、青磁 古代

SP393 P393 古代

SP403 P403 柱穴 不整円形 45 85 22．5 土師器（椀） 中世

SP404 P404 柱穴－不整円形 45 80 40＋α 土師器、須恵器（坏）、緑釉陶惑 古代 SK164に切られる

SP405 P405 柱穴 不整円形 75．5 70 68
土師器（坏．椀 ・甑）、須恵器（坏）、瓦質土器、中
国白磁（皿・碗）、中国陶器（壷）、瓦 中世

SP406 P406 柱穴 不整円形 31＋α 66＋α 53
土師器（坏）、須恵器、内黒土器、中国白磁、－青磁、
国産陶器、染付、瓦（平瓦・丸瓦．軒丸瓦）、鉄淳、
自然遺物（骨）

中世 境界地にある

SP
406 P406a 柱穴 不整円形

土師器（皿．坏）、須恵器（坏．瓦泉）、瓦器（椀）、
中国白磁（碗．壷）、中国陶器（壷）、緑釉陶器（碗）、
瓦（平瓦）

場所不明

SP407 P407 柱穴 不整円形 45＋α 70十α 50・5
土師器（皿．坏）、須恵器、内黒土器（椀）、中国白
磁（碗）、中国陶器、鉄滓 中世

SP408 P408 柱穴 不整円形 23＋α 33 13．5 土師器、．石製品（紡錘車）

SD01 SD01 溝 － 逆梯形 650＋α 75 107
土師器（皿．坏）、須恵器、瓦器（椀）、中国陶器、
白磁、青磁、国産陶器、瓦、炭 中世

SDO2 SD02 溝 逆梯形 1110＋－α 105 59

土師器（皿・坏．甕．把手）、土師質土器、須恵器
（坏・甕）、内黒土器、黒色土器、瓦器（椀）、瓦質
土器、中国青磁、中国白磁、中国陶器、国産陶器
（摺鉢．甕）、白磁（碗）、青磁、染付、瓦（平瓦・
丸瓦．桟瓦）、鞴羽口、鉄製品、滑石、碁石（？）、
木炭、炉壁、焙烙

近世

SDO3 SD03 溝 － － － － －
土師器、須恵器、中国白磁、国産陶器（備前）、瓦 中世－平面図実測不可（平瓦）、鉄製品（釘）

SDO4 SD04 湛 逆梯形 30
土師器（坏）、須恵器、中国青磁、中国白磁、中国
陶器、緑釉陶器、瓦器、瓦質土器、瓦（丸瓦）、鉄
製品（釘）

中世

SDO5 SD05 潤 － 逆梯形 206＋α 72 16．5

弥生土器（甕）、土師器（甕・坏．皿）、須恵器、青
磁、白磁（碗）、中国陶器、瓦器、瓦質土器（摺鉢）、
瓦

中世

SDO6 SDO6 溝 － － －
弥生土器（甕）、土師器－（坏．皿）、須祭器（甕．蓋）、
青磁、白磁、．赤絵 近世

SDO7 SDO7 溝 428＋α 58 55
土師器、須恵器、中国白磁、中国青磁、中国陶器、
明染仲、瓦（丸瓦） 中世末

SDO8 SDO8 溝 白菜研堀 766＋α 155 79

土師器（二重口縁壷．甕．皿．坏・椀．．鉢）、須恵
器（甕．坏）、土師質土器、瓦質土器（鉢／・摺鉢．
甕）、内黒土器．越洲青磁、中国青磁．、中国白磁、
中国陶器、緑釉陶器、瓦（丸瓦）、石製品

中世

SDO9 Sl－）09 溝 2段堀り 406＋α 135 54

土師器（甕・皿・坏・－椀）、須恵器（坏．蓋．甕）、
土師質土器（鍋）、須恵質土器、瓦器（椀）、瓦質土
器（鉢）、－中国青磁、中国白磁、中国陶器、天日、
泥メンコ、瓦、鉄製品（釘）

中世
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